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■市のイメージソングでうたわれている「潮の香りが

する、風を感じるまち横須賀」は、豊かな自然に包ま

れた明るい都市です。いつでも、きらきら輝く海の上

を自由に飛び回る大きなカモメや、広い青空の下には

校庭で元気に走り回る子どもたちに出会えるまちで

す。各種アンケート調査の結果を見ると、たいてい「緑

が多い」、「住みやすい」、「人々が温かい」などの

記述があり、子どもたちが地元に愛着を感じている様

子がわかります。本市がめざす子ども像、「人間性豊

かな子ども」の実現に向けて努力していきたいと意を

強くしています。

■新学習指導要領の完全実施を目前に、改めて理念と

する「生きる力」の定義を読み返してみました。

「生きる力」とは、基礎・基本を確実に身に付け、

いかに社会が変化しようと、自ら課題を見つけ、主体

的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や

能力、また、自らを律しつつ、他人とともに協調し、

他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性、

たくましく生きるための健康や体力などです。知・徳・

体のバランスが大切であり、どれも欠かすことのでき

ないものです。

■社会全体で子どもを育てることの意義や必要性は、社

会情勢の変化とともに、より深く認識され、より大きく

叫ばれています。子どもを取り巻く教育環境に占める家

庭の役割、地域社会の役割が大きいことは今更言うまで

もありません。その上で、私たち教育関係者は、その中

でも極めて重要な学校教育の果たす役割は何かを、真摯

に問い直しながら、日々の教育活動に取り組んでいかな

ければならないと考えます。

■教育研究所の果たす役割も重要であると気持ちを引

き締めて、今年度も事業を展開しました。調査研究、教

職員研修、教育の情報化推進を所管する教育研究所は、

一番近くで子どもの成長を支援し見守る教職員の、教育

活動が展開される学校のたよりになり、役に立つ存在で

あり続ける責任があります。特に、学校の教育活動の本

質である、日々、地道に積み重ねていく授業の質を向上

させることに、使命を感じます。

子どもが成長するための要素は数えきれないほど多

くあり、一人一人の子どもによっても異なりますが、時

には「失敗」ということも大きな意味を持ちます。課題

に直面し、試行錯誤を繰り返しながら、自ら答えを見つ

け、前に進んでいく子どもの姿はたくましく、力強いも

のです。

■どこの学校を訪れても、いつでも授業中に、自らの課

題と格闘し、自ら答えに近づいていく、頼もしい子ども

たちに出会えるまち、横須賀になるべく、尽力していき

ます。
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日本の教育 平成 21 年度

平成 21 年度は、新学習指導要領の移行期間

に入り、小学校中学校とも、新しい教育が始ま

った。移行期間中の各教科等における授業時間

の増減の把握や、今年度から全面実施される総

則、道徳、総合的な学習の時間、特別活動など

の変更点、算数・数学、理科で追加される指導

内容等の周知徹底や実験器具、教材の準備等が

着々と進められていった。

以下、本年度の教育界の主要な動きを記す。

■平成 21 年度全国学力・学習状況調査

４月 21 日、一昨年・昨年と同様の方法で、

小学校６年生、中学校３年生、約 223 万人が参

加し、３回目の全国学力・学習状況調査が実施

された。

８月 27 日に結果が公表された。今年度の調

査の特徴としては、昨年度と比べ、設問の数や

問題文の分量を減らすなどの工夫を行ったた

め、回答時間が充分でなかった児童生徒の割合

が減少している。また、正答の状況では、単純

な比較はできないが、昨年度と比べほとんどの

教科で平均正答率が高くなっている。

都道府県別結果資料からは、順位が固定化さ

れてきたこと、公表の有無について、学力向上

について等、今年度も全国的に論議され、対策

が考えられた。また、生活習慣や学習環境に関

する調査結果より、教育格差是正の必要性が叫

ばれたことも、今年度の大きな課題となった。

８月末の政権交代により、全員が調査を行う

ことの意義や経費面について問われ、来年度か

ら、抽出方法に変更することが決定された。

■全国体力・運動能力・運動習慣等調査の実施

昨年度から実施の同調査が、今年度も行われ

た。小学校５年生と中学校２年生全員が対象で、

参加率は小学校 87．0％(昨年度 71．8％)、中学

校 84．3％(昨年度 71．5％)と発表され、昨年度

より 15％程度上昇した。

実技の調査項目は、昨年度と同様、小中学校

とも８種目で実施。質問紙調査も同じく行われ、

子どもの体力低下や運動をしている児童生徒と

しない児童生徒との二極化も顕著だった。学校

体育・保健体育の更なる取り組みや、保護者や

地域への働きかけの重要性が問われた。

政府の事業刷新会議による事業仕分けによ

り、来年度から実施形態が大きく変わりそうだ。

■新型インフルエンザの発生と流行

５月８日、新型インフルエンザの国内感染が

確認された。学校・保育施設等でも患者が発生

した場合は、臨時休業の措置を講ずる対策がと

られた。その後、瞬く間に各地で流行し、修学

旅行を始め、学校行事等の中止や延期がなされ

た。授業時数の確保にも影響が出てきたため、

長期の休みや放課後に授業を行ったりする対策

をとる地域・学校もあった。

年明けには流行は治まったが、今後、国をは

じめ学校等に、突発的におきる危機に対応する、

危機管理力を高めることが、以前にも増して求

められることになった。

■教職員の資質向上と教職免許更新制の実施

1971(昭和 46)年６月中教審答申「今後におけ

る学校教育の総合的な拡充整備のための基本的

施策について」の中で教員の資質向上と処遇の

改善が初めて打ち出され、数々の教育法令の答

申・改廃等を経て、教職免許更新制が実施され

ることとなり、昨年度は免許状更新講習予備講

習が行われ、今年度から導入となった。

８月末の政権交代により、教職免許更新制の

廃止も含む抜本改革が打ち出された。文部科学

省は 10 月 21 日「教員免許更新制の今後の在り

方について」を発表し、今後この制度の抜本的

な見直しに着手し、必要な調査・検討を開始す

ることと、この調査・検討の結果が得られ、こ

れに基づく法律改正が行われるまでの間は、現

行制度が有効との方針を示した。

■教育活動全般で行う言語活動の充実

「知・徳・体のバランスがとれ、基礎的・基

本的な知識・技能と思考力・判断力・表現力を

身につけ、言葉を使って人とコミュニケーショ

ンを図っていこうとする意欲を持った子ども」

が新学習指導要領で求められている。そして具

体的な改善事項の大きな柱に、言語に関する能

力の育成を重視することが挙げられている。そ

して、国語科を基盤とし、国語科で身に付けた

力を各教科等、学校生活全体の中で行うことが

求められている。各学校では言語活動の充実を

図る教育に取り組んでいる。
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横須賀の教育 平成 21 年度

子ども

■インフルエンザの流行

今年度はインフルエンザが流行し、９月から

２月まで、学級･学年閉鎖が相次いだ。各学校で

は手洗いやうがいの励行、咳エチケット、マス

クの着用の呼びかけ、感染の拡大を防いだ。罹

患者のピークは 11 月で、運動会・体育祭、特別

支援学校の運動発表会や児童陸上記録体会、修

学旅行等の行事にも大きな影響を与えた。

小学校では、インフルエンザによる欠席者は

延べ 9300 名、中学校では延べ 3300 名を超えた。

また、小・中 72 校のうち、小学校の 1校を除き、

全ての学校で学級・学年閉鎖等の措置を行った。

入試の時期もインフルエンザの流行が危惧され

たが、２月には収束した。

■児童･生徒指導の状況
依然として「ケータイ電話」や「インターネ
ット」に関する課題がある。具体例として、ネ
ットいじめやサイトでの誹謗中傷、そして、そ
こから学校間トラブルに発展することもある。
今年度も市内学校のほとんどで、未然防止の
観点から「ケータイ電話教室」の開催をしてい
る。また、児童虐待、ネグレクトの件数が他市
に比べて多い。さらに今年度は、小中学校での
暴力行為、特に生徒間暴力や器物破損が増加し
ている。要因としては、「人間関係の希薄さな
どからくる児童・生徒のコミュニケーション能
力の不足」や「規範意識の低下などからくる社
会的スキルの欠如」「自分の感情をうまくコン
トロールできない児童・生徒の増加」などが考
えられよう。
教師と児童・生徒の信頼関係を築くためにも、
互いのコミュニケーションを図る取り組みを一
層推進する必要がある。

■子どもの体力

平成 21 年度神奈川県児童生徒体力・運動能力
調査抽出校結果から、次のような傾向がみられ
た。
【小学５年生】平成 20 年度全国平均値と比較し
て男子は「上体起こし」「長座体前屈」「立ち
幅とび」は上回っている。女子は、すべての種
目で下回っている。また、男女ともに「反復横
とび」「ボール投げ」が下回っていることにつ
いては、計測種目の運動経験不足によるものも
あると考えられる。生活実態調査では、運動実
施時間の減少傾向は、特に女子において顕著で
あった。

【中学２年生】平成 20 年度全国平均値と比較し
て男子は「握力」「シャトルラン」「50ｍ走」、
女子は「長座体前屈」「50m 走」は全国平均値
を上回っているが、他の種目は下回っている。
生活実態調査では、男女共に運動実施状況、一
日の運動実施時間から運動習慣の二極化傾向が
みられる。
これらの結果から横須賀市の子どもたちの体
力低下を懸念し、学校教育活動全体を通し「生
きる力」の基盤となる「健やかな体」を育成す
る取り組みを計画的に実施することが重要であ
る。

■家庭での生活～よこすかの子ども調査の結果から～

次のグラフは、平成 20 年度に、よこすかの子

ども調査研究員会が、市内の小学 5年生と中学

2年生に調査した結果の一部である。

【テレビ・ゲーム】ふだん(月～金)、1 日にどのく

らいの時間テレビやビデオ・ＤＶＤを見たりゲームを

したりしますか。

【読書の時間】ふだん(月～金)、1 日にどのくらいの

時間読書をしますか？（教科書や参考書,マンガ,雑誌を除く）

一日に読書を 10 分もしない、テレビやゲーム

の時間が３時間以上という割合も高く、全体的

な傾向として、読書の習慣は少なくテレビやゲ

ームをして過ごすことが多い実態が見て取れ

る。
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横須賀の教育 平成 21年度

教 師

《表１》市立小・中学校の教職員数の推移（人）

年 小 学 校 中 学 校

H17 1,075 661

H18 1,078 663

H19 1,079 675

H20 1,084 667

H21 1,101 676

《表２》 退職教職員数の推移（人） 

（校長、教頭、総括教諭、教諭、養護教諭）

《表３》 初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭）

■教職員数の推移状況

《表１》は、各年度の５月１日現在の市立小・

中学校の教職員数（校長・教頭・総括教諭・教

諭・養護教諭・栄養教諭）の推移である｡小学校

・中学校ともに、特別支援学級の数が増加して

おり、その他若干の要因を含め、教職員数に増

加がみられた。また、中学校教職員数の中には、

任期付常勤講師として配置された、外国人英語

教諭（FLT）の人数（５名）も含まれている。

一昨年度より、退職者数が大幅に増加してお

り、いわゆる団塊の世代の大量退職が始まって

きた現象だと思われる。

大量の退職者に応じて増加するのが、新採用

教員である。

《表３》は、本市の県費負担教職員の初任者

研修の対象となる新採用者数の推移である。昨

年度より大量採用が続くことが予想される。こ

の他に、教職経験のある新採用者（初任者研修

対象外、平成 21 年度は７名）も増えている。

さて、初任者研修対象者の教諭は、小学校で

は、37 校に配置されている。うち初任者２人配

置の学校が 14 校、３人配置の学校が１校。４人

配置の学校も２校ある。中学校では、22 校に配

置されているが、２人配置の学校が７校あり、

３人配置の学校も３校ある。この数年の傾向を

みると、いわゆる小規模校以外の学校において

は、初任者の複数配置が常識的になってきてい

ると言うことができる。

今、本市の教職員の年齢バランスは、中間層

がとても少なく、年齢の高い方と若い方が非常

に多いワイングラス型の状態になってきてお

り、各学校とも学校運営に苦慮している状態に

ある。

年 小学校 中学校
高等学校
特別支援学校

合計

H17 41 14 4 59

H18 54 12 6 72

H19 53 15 5 73

H20 70 28 2 100

H21 60 34 6 100

年 小学校 中学校
高等学校

特別支援学校
合計

H17 52 30 82

H18 60 22 82

H19 61 21 82

H20 60 36 １ 97

H21 59 39 98
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横須賀の教育 平成 21 年度

教育行政

平成 21 年度の教育費当初予算総額は、128 億 7 千

446 万 5 千円、一般会計に占める割合は 9.7％。前

年度比で 4．1％、5 億 3 千 840 万 7 千円の減額。

教育委員会は三浦溥太郎（委員長）、齋藤道子

（委員長職務代理者）、 出光ケイ(委員)、森武洋

（委員）、永妻和子（教育長）でスタートしたが、

出光ケイ委員の１期４年の任期満了に伴い、12 月

25 日付けで三塚勉委員と交代した。同日、委員長

に齋藤道子委員、委員長職務代理者に森武洋委員

が選任された。１月 31 日付けで永妻教育長の１期

目の任期が切れたが、引き続き再任された。

■学校施設の整備

学校教育施設の整備は、校舎等耐震補強事業がほ

ぼ完了し、学校空調設備整備事業として、空調設

備整備事業（小６校）を実施した。引き続き諏訪

小学校の建て替えに向けて、幅広く意見聴取しな

がら、検討準備を進めた。

■学校教育関係

日本語指導員の派遣回数増、英語活動や英語教

育に小学校英語活動アドバイザーの派遣や ALT の

配置などにより、国際コミュニケーション能力育

成に努め、国際教育の充実を図った。芸術鑑賞会

は、新たに６年生のミュージカル鑑賞会を加えた。

拡充事業としては、キャリア教育推進事業、子

どもサポートシステム推進事業、不登校対策事業

など。

小・中学校芸術鑑賞会（６/16～17、22～23、12/16

～18）、子どものための音楽会（８/23）、児童生

徒書写展（１/15～19）、読書感想画展（１/７～

12）、児童生徒造形作品展（１/16～２/３）など

の行事の他、作詞･作曲募集、学校文集などの作品

募集も行った。

今年度の研究委託は、市関係は、幼・小・中・

高等学校並びにろう・養護学校 77 校及び教科・教

科外の 36 研究会。文部科学省の委託を受けて諏訪

小学校が道徳教育実践研究を行った。また、大矢

部小学校が小学校外国語活動、光洋小学校が人権

教育、北下浦小学校が学校における食育推進の研

究を県の委託を受けて実施した。

その他の研究活動としては、小学校教育課程研

究会を６月 19 日、８月５日、11 月 11 日に、中学

校教育課程研究会を６月 24 日、８月６日、11 月

18 日に開催した。

■教育相談・不登校対策

教育相談は「はぐくみかん」において引き続き

こども・青少年に関する総合支援体制の下で学校

との連携を図りながら実施した。不登校対策は、

学校教育課の所管で引き続き不登校児童生徒に対

して、きめ細かい支援を行うための総合的な対策

を実施した。新しくスクールソーシャルワーカー

を配置し、相談学級、適応指導教室、昨年全中学

校に配置された訪問相談員、小学校のふれあい相

談員、スクールカウンセラー等、各役割を有効に

機能させながら、事業の充実を図った。また教職

員を対象に児童生徒理解研修を実施し、保護者向

けの支援として進路相談会を県教委と共催した。

■学校保健

新型インフルエンザの大流行を受け、学級閉鎖

や学校閉鎖が相次ぎ、修学旅行や運動会などの学

校行事、市の主催行事等に大きな影響が出た。

学校保健関係行事としては、よい歯の図画・ポス

ターコンクール及び標語コンクール、学校保健大

会、学校保健夏季研修講座などを開催した。

学校給食関係では、17 年間据え置かれていた給

食費が、食材の高騰、学習指導要領の改訂に伴う

休職回数増などにより、3,300 円から 4,000 円に

改訂された。小学校 48 校、ろう学校で、全市統一

献立により米飯給食２回を含んだ週５回の給食を

実施した。（養護学校は独自献立）

■体育関係

新規事業はよこすかドリーム・スポーツプロジ

ェクト推進事業。第 58 回中学校総合体育大会開会

式が４月 18 日、横須賀アリーナで行われた。第

34 回小学校児童相撲大会は５月９日、第 41 回小

学校児童陸上記録大会は 10 月 17 日、第 60 回中学

校男子・第 26 回女子駅伝競走大会は 10 月 24 日、

第 27 回表現運動ダンス発表会は 11 月 14 日に、第

42 回小学校児童ボール大会は１月 13 日に、にそ

れぞれ開催した。11 月７日に予定されていた第 33

回小学校特別支援学級合同体育大会は、新型イン

フルエンザ流行の影響で中止となった。

■学校再編の推進

昨年度の鴨居地区協議会の検討結果を受け、光

洋小学校と鴨居小学校の統合のため、３月 25 日を

もって光洋小学校が閉校となった。10 回の検討協

議を重ねた追浜地区の協議会は、引き続き小規模

校のデメリットの克服策を模索しながら、現行の

４校体制を維持することが現状の最良の方策とす

る意見書の提出をもって終了した。また、新規に

平作地域に協議会を設置し、具体的に検討を始めた。
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研

究

所

概

観

小学校は 23 年度、中学校は 24 年度の新学習

指導要領完全実施に向けて、今年度は移行期間

としての取り組みが行われた。

各学校では、山積する多種多様な教育課題の

解決や改善に向け、学力の向上、豊かな心と体

の育成、いじめ・不登校の解消、幼小中の連携、

食育・支援教育・キャリア教育の推進、安全管

理の徹底、家庭教育力低下への支援など、様々

な取り組みが行われている。引き続き小中 9年

間で学びを捉える小中一貫教育の必要性を鑑

み、モデル校で教科担任制の試行を行った。子

どもの豊かな学びのために、今後ますます、学

校力、教師力の充実が期待される。

今年度教育研究所は、昨年度の教育相談セク

ション事業の分割・移管に続く大きな組織改編

を行った。教育情報担当課長を迎えて課長 2人

体制の組織になり、従来の所管事項に加えて、

教育の情報化推進に一層力を入れた。教育研究

所事業運営の基本方針は、引き続き「本市の学

校教育活動全体の質的向上を目指し、教員の育

成と多様な教育課題に対応する学校への総合的

支援を行う」こととし、教育調査･研究、教員研

修、教育の情報化推進の中核的役割を果すべく、

努力を重ねた｡

■本年度予算

今年度も緊縮財政の中、厳しい予算編成であっ

たが、教育研究所の一般会計予算総額は大幅に増

え、1,030,529 千円であった。昨年度と比較する

と、349,871 千円の増で、増額の主たるものは ICT

活用教育推進事業費であり、昨年度に続く校内

LAN 整備、普通教室へのパソコン等整備と、情報

化支援院事業に充てたものである。

■調査研究

調査・研究を教育研究所事業のベースに、よ

り機能的な事業運営を図るため、調査研究の一

層の充実、教育に関する情報・資料の収集、発

信に努めた。また、学習指導要領の具現化にも

力を入れた。具体的には、学校図書館活性化チ

ームの活動、司書教諭研修の充実と図書館ボラ

ンティア養成における生涯学習部・市 PTA 協議

会との連携、昨年再編成した教育課程研究員会

の中間まとめ的な成果物の発行、各教科領域の

研究会との連携、図書・資料室の機能整備と有

効利用の促進、理科教材の展示、コンテンツの

有効活用に関する情報提供など。

■教員研修

平成 21 年度の県費負担教職員の研修は、当該

中核市で行うことになって９年が経過した。「研

修内容の充実」をテーマに、①経験年数に応じ

た研修など、指定研修の内容を充実させる、②

教員の授業力向上を図る、③今日的な教育課題

に応じた研修を充実させることを目標に取り組

んだ。研修のねらいや研究協議をより深めるた

めに、多様な研修スタイルを取り入れた。また、

授業実践を通して授業力の向上を図ることを目

的として、引き続き「授業力向上アカデミー」

の運営に力を入れるとともに、各校の授業研究

へ積極的にかかわった。併せて授業力向上支援

相談員派遣事業を推進した。

教員のコミュニケーション力向上のため、「教

師のためのコミュニケーションスキル向上」研

修講座を新しく選択研修に位置づけた。

■教育の情報化推進

平成 20 年度の小学校 37 校に引き続き、21 年

度内に完了予定であった ICT 活用教育推進事業

による「全市立学校の校内 LAN 工事・普通教室

にパソコン１台と２教室に１台の割合でのプロ

ジェクター整備」は平成 22 年８月の完了予定と

なった。さらに、来年は「校務用パソコンの１

人１台体制の確立・校務支援システムの試行・

中学校 PC 教室機器の更改」が予定されており、

「教育の情報化」が一気に進むことが予想され

る。今年度は、それらの整備が有効に機能する

よう、現場実態の把握や事前研修、及び研修計

画の策定に力を入れた。上記以外には、学習用

データベースの充実とその活用、PC 教室と普通

教室における ICT 機器の有効活用、校務情報化

支援員事業の充実、職員と生徒の情報モラルの

育成などが次年度の課題である。
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調査研究セクション

概 要

調査研究セクションでは、「調査研究を一層充

実させる」「教育に関する情報・資料の収集・発

信を充実させる」「学校図書館活性化事業を通し、

子どもたちの読書活動、主体的な学びを支援する」

の３つを重点目標として取り組みを進めた。

具体的には、研究員会による研究の推進、全国

学力学習状況調査の結果分析、学校の組織力を高

める校内研究校の取り組みの取材、よこすかの子

ども調査のデータ分析を研究の手だてとした。

資料の収集･発信については、理科センター機能

を充実させ、理科研修講座を開講すること、理科

教材や情報を提供すること、また、教育研究所３

階図書資料室の機能を充実させることに努めた。

学校図書館活性化事業では、学校図書館の実態

調査や学校の要望に応じて学校図書館機能の充実

のために実務補助を進めた。また、今年度より生

涯学習課、市のＰＴＡ協議会、図書館と連携し、

内容を検討して学校図書館ボランティア養成講座

を開催した。

調査研究事業

１ 研究員会

「研究員会」の目的は、横須賀の教育の現状を

把握し、現在の教育課題の解決と横須賀の学校教

育の一層の充実に貢献すること、調査研究の成果

を学校に還元することを重視し、横須賀の教育の

改善や発展に役立てることである。

今年度は、昨年度から継続の５研究員会（①～

⑤）に、新規の３研究員会（⑥～⑧）を発足させ、

８つの研究員会を組織した。委嘱した総勢 81 名の

研究員と担当指導主事 20 名が、全体テーマ「横須

賀の教育実践の更なる充実を目指して～教育課題

の実証的解決に向けて～」の下、調査研究に取り

組んだ。

①教育課程（新教育課程において求められる授業

実践を調査研究する）

②小学校英語活動（カリキュラム・教材開発、指

導法の可能性を研究する）

③支援教育（学校内で支援を必要とする児童・生

徒への指導の可能性を研究する）

④情報教育（校内ネットワークの可能性を研究す

る）

⑤よこすかの子ども調査（横須賀市の児童生徒の

意識・実態を定期的に把握する）

⑥登校支援（小･中の接続期を重点に、児童生徒へ

の指導のあり方や授業づくりについて研究す

る）

⑦地域コンテンツ開発（地域の素材の教材化と授

業での活用について研究する）

⑧言語活動の充実（学校としての言語環境の整備

や教科等を関連させた言語活動の充実について

研究する）

今年度の新規研究員会は、学習指導要領改訂の

趣旨にある｢言語活動の充実｣｢小中学校の円滑な

接続｣｢我が国と郷土を愛する態度｣という内容を

テーマとし、横須賀市の具体的な実践をつくるた

めに設けたものである。

研究成果の還元については、担当者会での発表や自

主的な研修会の開催等、有効な還元方法を工夫する一

方で、教育情報センターイントラネット上に研究員会

のページを立ち上げ情報発信に努めた。

研究期間を終了した４つの研究員会については、研

究成果を紀要にまとめ、教育情報センターイントラネ

ット上｢研究紀要集｣に掲載した。

◇314 集 小学校英語活動 ◇315 集 支援教育

◇316集 情報教育

◇317集 よこすかの子ども調査

◇教育課程

新教育課程において求められる授業実践の調査

研究

２年目を迎えた今年度は、テーマを「新学習指

導要領で求められている目標や内容を具現化した

授業ができるよう、各教科の改訂の趣旨に応じて、

指導計画や授業実践として提案する」と定め、教

育課程研究員会を構成する 17 の教科分会で活発

な取り組みを行った。

８月の教育課程研究会で各教科の研究員会ごと

に、成果の一部を発信したり、教育課程研究員会

として｢９年間をひとまとまりにした教科ごとの

内容等系統表｣を作成したりした。

内容等系統表は、学習指導要領の改訂の基本方

針の一つでもある、発達や学年を踏まえた円滑な

接続を図るために、教科ごとに、小･中の学びの系

統性･連続性を分かりやすくまとめたものを一冊

にしたもので、各校に一部配布した。
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◇小学校英語活動

小学校英語活動カリキュラムの開発

本研究員会では、横須賀市の英語活動カリキュ

ラムの編纂、教材教具の開発等を主に行う。２年

目の本年度は、教材開発を主に行った。開発した

教材等は横須賀市標準カリキュラム「ハッピータ

イムⅣ」等で活用してもらうよう、サンプルの配

布や教育情報センターイントラネット上での配

信を行った。開発した教材は次のとおりである。

１ 「よこすかアルファベットカルタ」

このカルタにはアルファベットと横須賀市

の名所等の写真を印刷し、児童が自然に外国

語に親しむことができるよう工夫した。５年

生 12 月の活動で使用する。

カルタは８枚のカードが印刷されている A

４版と、カードを一枚ずつ表示するパワーポ

イント版を作成した。パワーポイント版では

アルファベットチャンツの音声を聞くことが

できるようにした。

２ 「日本名所名産マップ」「日本名所名産イラ

ストマップ」

６年生 12 月で日本各地の特産物や世界遺

産について話し合い、行ってみたい場所を考

える活動で使用する。日本各地の名所名産と

地図をイラストや写真で表した。エクセル上

の日本地図をクリックすると各地の名所名

産が大きな写真で表示される教材である。教

室のプロジェクターを利用して提示すると

効果的である。

３ 教室掲示

現在、英語版の教室プレートを掲示してい

る学校がある。学校によって表記が異なる場

合があるので、横須賀市として標準的な表現

を提示した。印刷をしてそのまま掲示できる

ような工夫をした。

◇支援教育

学校内で支援を要する児童生徒への指導の可能

性を研究する

本研究員会では、学校教育課に事務局がある「相

談支援チーム」と連携協力し、発達障がい等のあ

る子どもにも分かりやすい授業づくりをめざして

研究を進めている。

今年度も、「一斉指導と個別支援を融合した授

業作り」という観点で授業実践に取り組み、そこ

から見えた支援の手だてを整理し「系統樹」にま

とめる取り組みを進めた。研究途中の成果ではあ

るが、教育課程研究会の特別支援教育部会で提案

をしたり、研修会等で授業で大切にしたい視点や

教材教具の工夫など支援のあり方について発信し

たりした。

次年度以降は、それらを深めるとともに、他教

科や中学校も視野に入れて、さらに研究を深めて

いきたいと考えている。

◇情報教育

ICT活用授業と情報モラルに関わる研究

ICT 活用教育推進事業により、校内 LAN と普通

教室用 PC・プロジェクターの整備が進んでいる。

これらの ICT 機器を有効活用する実践研究を行

い、横須賀市の教員及び児童生徒の情報活用能力

を向上させることをめざしている。

今年度は、前研究員が作成した「小中学校コン

ピュータ操作スキル・情報モラル年間指導計画の

実践検証」を主テーマとして、実物投影機や、PC

に導入されているソフトウエアを活用した授業を

実践した。

研究の成果として、情報教育年間指導計画、小

学校パソコン基本操作ステップ、ICT 活用実践事

例集等を作成した。今後は横須賀市の学校に情報

提供していくことを計画している。

◇よこすかの子ども調査

よこすかの子どもの意識・実態を調査する

昨年度実施したアンケート調査結果について、

｢家庭生活について｣｢学校生活について｣｢人間関

係について｣｢自分自身について｣の４つの柱に基

づき、データをグラフ化した。質問項目ごとに結

果をとらえ考察を加え、子どもたちの意識や実態

について把握した。

この調査の目的を、①子どもたちをよりよく理

解する②子どもの変容を明らかにする③横須賀の

子どもの特色をとらえることの３つにおき、過去

の「よこすかの子ども調査」のデータや全国学力･

学習状況調査の結果と比較することや、小･中の比

較や「自分のことが好き」という回答を基にした

クロス集計も取り入れながら目的に迫った。

かねてから質問項目の作成についてアドバイス

をいただいていた横浜国立大学教育人間科学部教

授、高橋勝氏にデータの解釈や考える視点につい

て助言をもらい、子どもの現状を現代の社会状況

からとらえることを学んだ。
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◇登校支援

小・中の接続期を重点に、児童生徒への指導のあ

り方や授業づくりについて研究する

中学生の不登校が小学校時の３倍近くなるとい

う統計がある。不登校になる背景や要因はさまざ

まであると考えられるが、小・中の接続期が子ど

もたちにとって重要な意味をもっていることは確

かである。

本研究員会では、久里浜中・神明中学区の小・

中学校４校の担当者が集まり、各校の不登校の状

況を情報交換しながら、小・中連携でできる効果

的な登校支援の取り組みについて研究している。

１年目の本年度は、各校の支援教育体制を知る

とともに、不登校になっている児童生徒個々の状

況から見える地域的な課題に目を向け、また、他

校の校内研修会に参加する機会も作って、２年目

の具体的な動きを考える準備期間となった。

次年度は、さらに具体的な目標を設定し実際に

取組を進めて成果を検証し、登校支援に有効な取

り組みを発信できるようにしたい。

◇地域コンテンツ開発

地域素材の掘り起こしと授業づくり

「地域コンテンツ」＝「地域素材」と位置づけ、

「地域の産業」「地域に残る文化財」「地域で活

動を続ける人」などの素材を授業で活用すること

をねらいとして、２年計画で研究を開始した。

１年目の今年度は、地域素材を授業づくりにど

う取り込むかをテーマにして、小学校の社会科と

総合的な学習の時間、中学校の社会科の中で、地

域素材の掘り起こしに取り組んだ。その中で取り

上げられたのは、海苔づくりに取り組む漁師、町

内会組織と町内会長、野菜市場、地域コミュニテ

ィーセンターなどであった。

研究員は、これらの地域素材の中に学習する価

値を見いだして教材化し、その教材を中心に据え

た単元計画を作成した。２月には馬堀小学校５年

生の社会科で研究授業が行われ、地域素材の教材

としての価値、それを通して学ぶ子どもたちの変

容の様子について検証し、授業で活用することの

価値を確認した。

◇言語活動の充実

「言語活動の充実」と教育課程における具体化

開設 1年目の本研究員会では、新学習指導要領

に明記された各教科等を貫く「言語活動の充実」

について理解を深めるとともに、授業においてど

のように実践されるかを探ってきた。

今年度は、中央教育審議会答申や学習指導要領

をもとに、言語活動の充実と教育課程上の位置づ

けについて研究を行った。

重視されることとして、言語活動の充実は、「各

教科等の目標を達成するためのものであること」

「思考力・判断力・表現力等を向上させること」

が挙げられる。

そして、日々の授業を言語活動の充実という視

点から意識し、実践を試みた。

例えば図画工作では、鑑賞や表現活動の場面に

複数の言語活動を取り入れた結果、子どもの思考

や作品づくりにプラスに働く様子がみられた。

また、他教科において多様な言語活動を取り入

れた実践では、書く活動や言語環境の工夫、授業

改善が必要であることを学んだ。

◆教育研究所研究員総会

５月 22 日（金）15:30～16:45 に研究員会総会

を開催した。昨年度の反省に基づき、一つの研究

員会の成果発表を総会の時間に位置付け、研究員

以外にも参加できる体制とした。

第一部 15:30～15:55 の全体会では、所長あいさ

つと研究員の委嘱、研究員会の目的と進め方、研

究委託料の取り扱いについての説明を行った。

実践を通して具体的な指針を探ることや効果的

な研究成果の発信方法や場を考え、適宜成果の発

信を心掛けるという方針を示すとともに、個人情

報の漏洩事故が発生している中、情報の取り扱い

には十分注意すること等についても確認を行っ

た。

第２部 15：55～16:25 の研究成果の発表では、

平成 19･20 年度の地域コミュニケーション研究員

会が研究テーマ｢地域の力を生かした学校づくり

を探る～いま求められる学校と地域の新たな関係

づくり～｣について成果を発表した。

第３部 16：25～16:45 の分散会では、研究員会

ごとに研究テーマや今後の調査研究計画を立て

た。

２ 長期研修

久里浜中学校の高橋有香教諭が、長期研修員と

して教育情報担当で１年間にわたる研修を行っ

た。その成果は「ICT を活用した授業の効果～学
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習のつながりを求めて～」とするテーマで、平成

22年３月29日の研究発表会において報告された。

この研究では、理科の授業で ICT を活用した学習

効果についての検証が試みられた。ICT を活用す

ることにより、学習内容を、既習事項や実生活に

関連付けたり、子ども同士の考えを結び付けたり

することが効果的にできる。また、ICT 活用によ

り効率的に授業をすすめるなかで、生徒へのきめ

細かい指導や、「活用」や「体験」の時間を増や

すことができる。今後、各教科における ICT 活用

指導を行うにあたっても興味深い研究となった。

３ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会

10 月１日(木)、神奈川県内の各市町が設置する

教育研究所で組織する連盟（神奈川県教育研究所

連盟）の研究発表大会が、座間市教育研究所の主

催で実施された。56 回を迎えた大会では、加盟す

る県内 25 の教育研究所が調査研究した内容につ

いて、８分科会 32 テーマに分かれて発表及び報告

があった。

今年度横須賀市からは、平成 20 年度横須賀市教

育研究所長期研修員伊藤英幸教諭と教育研究所

｢学びの系統性算数･数学｣研究員会の森昭夫教諭

が研究発表を行った。

◆第３分科会：伊藤英幸（津久井小学校）

《発表テーマ》

「環境認識を育てる小学校理科学習指導」

～体験型環境教材の活用を中心に～

《研究仮説》

体験型環境教材（体験型プログラム）を活用す

ることで、子どもたちの環境への関心・ 気付きか

ら、環境についての認識・理解を深め、問題解決

に向けての態度・能力を身に付けさせることがで

きる。

《研究の概要》

自然観察などの直接体験を基に、体験型プログ

ラム等の模擬体験を適切に組み合わせることによ

って、環境認識の深まりや、問題解決に必要な能

力や態度の育成に、一層の効果が期待できると考

えた。そこで、環境教育を進める際の視点を整理

するとともに、子どもの環境認識を深める教材の

活用場面を計画し、小学校６年生理科「生き物ど

うしのつながり」単元における授業で実践した。

《検証方法》

小学校６年生の段階では、生物と環境の関わり

を推論しながら、環境について理解を深めたり、

環境に関する見方や考え方を育てたりすることが

できると考え、「生物と環境」を扱う理科の単元

における授業実践を通して仮説の検証を試みた。

単元を通して「１枚ポートフォリオ」を使用し、

子どもたちの記述を中心に分析した。

《研究の成果と今後の課題》

(1)知識・理解の深まりに関しては、体験型の環

境教材を活用することで、地球環境について

の知識や理解が深まったと考えられる。

(2)関心の高まりに関しては、体験型教材は、子

どもの関心を高め、それを継続していくのに

効果的な教材である。指導にあたっては、体

験する楽しさだけに終わらせず、振り返りや

分かち合いを十分行い、探究する楽しさにつ

なげていくことが必要である。

(3)態度の育成に関しては、育成につながる表現

は少なかった。これは、自然体験による関わ

りが少ないことが原因の１つと考えられる。

自然体験を十分に行うことが必要である。

◆第４分科会：森 昭夫（豊島小学校）

《発表テーマ》

「算数･数学の領域内容における小中の系統性を

見通した指導法の研究」

～ワークショップを通して～

《研究の概要》

「教材教具」｢活動｣｢課題提示｣｢問い｣｢学び合い｣

などの視点から、次の４点を重点として研究をす

すめた。

・何が小･中の共通的なところなのか。

・指導の系統性を明確にして関連付け指導する必

要があるのはどんなところか。

・どこが小･中の学習内容・思考の違い（ギャッ

プ）なのか。

・小･中で分けて学習する必然性があるのはどん

なところか。

また、これらの研究を日常の指導に生かすため

に、２年間で２回の研究発表会（ワークショップ）

を開催した。

《研究の成果と今後の課題》
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○研究員４名が小学校６年間・中学校３年間の学

習内容の系統性を細かく分析、学習できた。

○学びの系統性についての学習会、教材教具にふ

れてのワークショップ、領域ごとの模擬授業を

実施し、互いの指導法について共有できたこと

はとても意義あるものであった。

○小学校教員にとっては、学んだことが中学校で

どうつながるのか、中学校教員にとっては、子

どもが小学校でどこまで学習しているのか・発

達段階に適した指導をしているかを知ること

は、日々の授業にとても大切であると実感でき

た。

○指導法の違いを明らかにし、それぞれのよさを

理解するとともに、その系統性からくる円滑な

学びの接続をどのように仕組むか。

○今回は研究員会をおこし、このような研究に取

り組んできたが、かなりの時間と労力を費やし

た。恒常的に小中学校間でこのような学びを深

めていくことは容易ではない。

○今回の研究内容をこの２年間で終わることな

く、研究会・各校の研究に還元していくことも

大切となってくる。

４ 全国学力状況調査結果から

３年目の実施となる全国学力学習状況調査結

果のデータを分析した。本市の結果について昨年

度と比較したり、全国との比較により、本市の特

徴をとらえたりした。また、朝読書と無答率、読

書好きと正答率、就学援助と正答率、宿題への取

り組みと正答率、規範意識と正答率について、ク

ロス集計をして傾向をつかんだ。

５ 学校力を高める取り組みの調査

学校研究への取り組みが、学校力を高めている

学校の実践や工夫を調査し、教育研究所月報にて

｢学校組織を考える｣という３回のシリーズで掲載

した。取材に行った学校は次の３校である。

○馬堀小学校：子どもの解釈･授業の事実をもと

に、授業改善に取り組む

○田浦中学校：学校づくりは、授業づくりから

～生徒の体・頭・心の動く授業を目指して～

○大津小学校：知恵を出し合い全員で授業をつく

る～事前研究は教材研究から～

経験の浅い教員が急増する学校で、授業づくり

を根幹に据え、授業研究をすることにより、授業

改善はもとより、学校として子どもたちを共通の

願いをもって育てる力や教員のチーム力も高めて

いる実践を取り上げ、発信した。

６ 学校教育賞

□学校教育賞の目的

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24 年度から実

施されている。学校教育の発展振興をはかるため

に設けられたもので、今年度で 60 回目を迎えた。

平成 16 年度より奨励賞を新設するとともに、教員

部門（Ａ部門）とその他の部門（Ｂ部門）を分け

て審査するよう、内規及び募集要項を改訂した。

□今年度の応募状況

平成 21 年度は、上の台中学校 用務員 斎藤保

さんのＢ部門１点の作品応募があった。

□審査

学識経験者と指導主事で審査小委員会（第１次

審査会）を開き、審査を行い、原案を作成した。

教育長が審査委員長を務める２次審査会でさら

に審査をし、次の賞が決定した。

（Ｂ部門）

□努力賞

○安全で美しい環境で育つ「豊かな心」

～生活が安心できる環境づくりと、ひとやも

のを大切にする思いを育てる～

上の台中学校 用務員 斎藤 保

コメント

豊かな心を育て、気持ち良く生活できる「安

全で美しい環境」づくりをめざして、学校教

育目標のもと、用務員として職務を誠実に熱

い思いで遂行されていること、生徒や教職員、

ＰＴＡの潤滑油的な役割を果たし、長年の経

験から培われた様々な知識や技術を生かし、

学校運営に大きく貢献している点が高く評価

されました。

□学校教育賞授与式

３月 23 日（月）16:30 より 教育長室で学校

教育賞の授与式が行われた。
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資料･情報提供事業

【図書資料】

１ 図書･資料

図書購入の予算は、平成17年に、財政の見直しに

伴って半減したままの50万円である。この予算で、

合計219冊の図書を購入した。今年度も、新学習指

導要領への対応を重視して各教科等を中心に、支援

教育、生徒指導、学校経営に関する図書を購入した。

蔵書数点検により確認した数は、本は21,091点、

教育ビデオは1,892点、ＤＶＤ７点であった。

また保管している市内各学校や各地の研究機関・

大学･学校・出版社等から寄贈された紀要及び研究発

表資料等は、21 年２月 19 日現在において昨年度よ

り、172点増え20,572 点になった。

本年度閲覧提供した雑誌等は次のとおりである。

（定期購入したもの）

１文部科学時報 ２初等教育資料

３中等教育資料 ４教育委員会月報

５総合教育技術 ６現代教育科学 ７児童心理

８教育 ９高校教育 10解放教育 11日経PC21

12 内外教育 13学校図書館

(その他)

指導と評価 ＩＭＥＴＳ 政府刊行物

モノグラフ･小学生ナウ

モノグラフ･中学生の世界 モノグラフ高校生

これらは第２研修室の前にある雑誌専用書架

に配架してあり、貸し出しはしていないが、いつ

でも利用することができる。

なお、購入している新聞は、次の３紙である。

・日本教育新聞 ・神奈川新聞

・人権センターニュース

２ 図書資料室の環境整備

今年度の環境整備として、デスクトップ型ＰＣの

整備と、図書室内配置の案内版作成を行った。デス

クトップ型ＰＣの利用内容は、インターネットでの

情報検索、イントラネットでの利用（閲覧･メール等）

である。ＳＡＢ資産の処理作業は禁止し、読み込み

や保存には、ＳＡサーバーの各個人フォルダを利用

してもらうようにした。

また、図書室の各コーナー(新学習指導要領、学

校づくり、辞書･辞典、国語、社会、算数･数学、理

科、音楽、図画工作･美術、体育･保健体育、幼稚園

教育・家庭･技術家庭、生活・総合的な学習の時間、

道徳、特別活動・情報教育・学校図書館、特別支援

教育・生徒指導、授業づくり、各学校の研究紀要、

研究会の紀要・学校教育賞、研究員会の紀要)に加え、

地域資料と自殺予防のコーナーを特設したり、図書

室前の書棚でお薦めの本を紹介したりした。

３ 図書・資料の閲覧と貸し出し

図書・資料室の利用規約は、次のとおりである。

①開館時間 平日９時30分～17時30分

②図書資料室での閲覧は自由

③貸し出ししているもの

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで

・ビデオ 一人５本まで

・エプロンシアター

・集団読書絵本「からすたろう」

・オーストラリアングッズ

④貸出期間

原則として、本は１ヵ月以内、ビデオは 2 週

間、その他は1ヶ月以内としている。

⑤利用対象者 横須賀市立学校の教職員

今年度２月に、要望にあがっていた研修図書貸し出

し冊数を、3冊から5冊に変更し、ビデオの整理のため

にビデオ貸し出しを一時中止した。

本年度の貸出実績（平成21年２月19日現在）は、

次のとおりである。

・図書 300点

・ビデオ 164点

授業づくり、特別支援教育、生徒指導に関する

図書、社会･理科のビデオの貸し出しが多かった。
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４ 教育研究所月報での情報提供

今年度、図書資料を活用してもらえるよう、｢お

薦めの一冊｣のコーナーを教育研究所月報に設け発

信した。

７月 教室に魅力を（大村はま 著）

９月 各教科等における言語活動の充実

－その方策と実践事例－(髙木展郎編集）

10月 教師花伝書（佐藤学 著）

11月 考える読書（全国学校図書館協議会 編）

12月 (復刻)自然の観察（日置光久他 編集）

１月 「授業力向上」実践レポート

（千々布敏弥 編集）

２月 素敵な学級づくり 楽しく･優しく

－子どもたちのための担任術（坪田耕三 著）

５ 教科書センター

本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センター」

を兼ねており、日常的な教科用図書閲覧や問い合わ

せに対応している。今年度は、６月 19 日から７月

２日までの２週間、教科書センターとして教科書展

示会を行った。保管してある教科書は 1279 冊増え

た。

６ レファレンス・サービス

本研究所の図書室・資料室の保持している情報・

資料をより広く活用してもらうために、主として電

話による教育資料情報に関する問い合わせにも応じ

ている。問い合わせには、即時性を求めるものが多い

ので、優先的な対応を心がけた。著作権に関わる質問

も含め、本年度の件数は 85 件（２月 19 日現在）で

あった。

インターネット上に前述の②～④のデータを公

開しているため、教育図書・資料の利用者は、市内

の教職員にとどまらず、教育関係の大学院生や研究

者及び、ライフワークとして横須賀の教育に関心を

もっておられる方々と、多方面に広がっている。今

年度は、相模原市博物館主催の学習資料展「大地さ

んと未来さんが見つけるちょっと昔のくらしⅥ～戦

争中から戦後の生活～」に学童疎開関係資料、学童

疎開体験記が書かれている市内学校の周年誌、計13

点を貸し出した。

７ 教育情報センターイントラネットでの情報提供

教育情報センターイントラネット上には、次の資

料を提供している。

①教育研究所・研究紀要集

②写真で見る横須賀教育史

④教具的民俗資料

教育研究所研究員会の紀要は、イントラ上に掲載

するとともに、教育研究所月報等を通して情報提供

に努めた。

《今年度作成した研究紀要》

・紀要 314集【小学校英語活動】

・紀要 315集【支援教育】

・紀要 316集【情報教育】

・紀要 317集【よこすかの子ども調査】

８ 民俗資料

現在、教具として使用できる民俗資料を、115 点

所蔵している。今年度は、インターネット上に公開

している「教具的民俗資料」を中心に、総合的な学

習の時間の学習で教育研究所を訪れた小学生のた

めに展示した。今後、市立横須賀総合高等学校の部

屋を借用して保管している資料の整理を進める必

要がある。

９ 研究所刊行物

本年度は、次の刊行物を発行した。

《定期刊行物》

・教育研究所月報（534～545号）

・教育研究所月報保護者版みどりの風(20･21号)

・教育研究所所報71号

・教育研究所要覧（平成21年度版）

・小学校学校文集 78号

・中学校学校文集 78号

・読書感想文集 53号
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・作詞作曲入選集 52号

・小学校児童 中学校生徒 研究集録 48号

10 教育史編さん

本市の教育の歩みを精細かつ正確に記録していく

ことは、重要な事業の一つである。横須賀市制施行

からは本市の教育の歩みはさまざまな変遷をたどっ

てきたが、その歩んだ姿を明確な形で整理・記録し

ておくことはこれからの本市教育のあり方を考えて

いく上で欠くことのできない事業である。長期的な

展望に立ち、教育史編纂計画を策定する必要がある。

平成12年度から教育史専任の嘱託を配置し、既存

資料の整理、資料の調査・収集をしているが、予算

削減の状況もあり、編纂の方向性についての委員会

の発足や討議は見送られている。現在、資料の収集

と友に、過去の資料が散逸しないよう整理して保存

するための地道な整理作業に取り組んでいる。

【学校図書館】

１ 学校図書館活性化担当チームの活動

今年度、教育研究所に学校図書館活性化チームを

発足させた。その目的は、学校図書館に求められる

豊かな感性や情操をはぐくむ「読書センター機能」

と本や資料を活用して子どもが自ら学ぶ「学習･情報

センター機能」を充実させることである。

前期は、市内の学校図書館が活性化している学校

を訪問し、その取り組みや学校図書館ボランティア

の活用の仕組み、工夫について調査したり、他地区

の学校図書館の活用において先進的な研究をしてい

る学校を視察したりして、学校図書館を活性化する

要素について研究した。

後期は、前期の活動成果から、「居心地を良くす

る環境整備」「本や資料を活用しやすい環境整備」

「読書への興味付け」「蔵書管理」といった学校図

書館機能を充実させるための4つの視点を明らかに

して｢お手伝いメニュー｣を作成した。それをもとに、

学校からの要望を受け、14校の実務を補助した。

学校図書館活性化チームの活動やその成果は、教

育研究所月報と司書教諭研修講座を通して発信し

た。また、各学校の学校図書館の様子や工夫につい

てその良さを広く知らせるため、市内学校図書館の

ページをイントラネット上に作成、写真を掲載し、

工夫点を紹介した。

今後も、各学校が効果的に学校図書館を活用し、

子どもたちの読書への関心や主体的に学ぶ力を高め

られるよう、学校図書館機能を充実させるための学

校の取り組みを、支援していく。

２ 学校図書館ボランティア養成講座

今年度より、学校図書館のボランティアを対象に

した「学校図書館ボランティア養成講座」を開講し

た。生涯学習課、市のＰＴＡ協議会、図書館、教育

研究所が連携して講座の内容を検討し、4 回の講座

を実施した。

【第１回】総合編 11月 26日

・ボランティアとは何か

・学校図書館に求められているもの、学校がボラン

ティアに求めているもの

・学校図書館ボランティア活動事例

鴨居小学校 長沢中学校 鶴久保小学校

・情報交換会

【第２回】整備編 12月 10日

・本の分類について

・本の修理について

・情報交換会

【第３回】 お話し会入門（絵本の読み聞かせ）編

・絵本の読み聞かせ－絵本の選び方・読み方

・情報交換会

【第４回】お話し会入門（ストーリーテリング）編

・ストーリーテリング(すばなし)－おはなしの選び

方・語り方

・情報交換会

今年度の講座への参加延べ人数は385名になり、

毎回大盛況であった。熱心に講座を受講するボラン
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ティアの姿にその熱意が感じられた。

３ 読書活動・学校図書館に関するボランティア活

用状況調査

今年度、学校図書館の現状や学校図書館に関する

ボランティアの活用状況について、学校に調査をし

た。質問の内容は、①読書活動の推進 ②ボランティ

アの活用について ③学校図書館の活用の３点であ

り、今年度発令された司書教諭に回答してもらった。

調査結果から、学校図書館の現状や、学校の取り

組みが把握できた。来年度の学校図書館活性化チー

ムの活動や、司書教諭講座、学校図書館ボランティ

ア養成講座の内容につなげていく予定である。

４ 読書活動の推進

４月 23 日｢子ども読書の日｣に関する取り組みと

して、「本を楽しもう展」を開催した。この取り組

みは、読書活動の推進のために、昨年度の読書感想

画コンクールへの応募作品を、再度地域のコミュニ

ティーセンターで展示するものである。北下浦コミ

ュニティーセンター、西コミュニティーセンター、

南図書館の３会場で、昨年度の児童生徒の読書感想

画を合計240点を展示した。

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想文

コンクール」「読書感想画コンクール」を開催した。

読書感想文コンクールの入賞作品を掲載した読書感

想文集第53号を発行した。また、第20回横須賀市

読書感想画展の様子は、寄せられた感想とともにイ

ンターネット上に掲載した。

詳細については、Ｐ58の教育行事を参照されたい。

５ 司書教諭研修講座

今年度発令された司書教諭を対象に、年間２回

の「司書教諭研修講座」を実施した。学校図書館の

運営に学校図書館担当者が大きく関わっている学校

もあるため、希望により学校図書館担当者も参加で

きるようにした。

講座の目的は｢読書センター｣｢学習･情報センタ

ー｣の運営者としての役割を理解し、各学校での読書

活動及び学校図書館の計画的な活用を推進すること

である。

【第１回】８月18日(火)13：30～16：00

（ねらい）講演や演習を通して、司書教諭として

の役割を考える。

・講演「わくわく・いきいき・学校図書館づくり」

・演習「情報ファイルの組織化」

・講師：東京都荒川区教育委員会学校図書館支援室

主任学校図書館指導員 藤田利江

【第２回】２月５日(金)15：30～16：45

（ねらい）報告や実践発表を通して、司書教諭とし

て今後の自校での取り組みを考える。

・学校図書館活性化チームからの報告

教育研究所学校図書館活化チーム 小池明正

教育研究所 指導主事 北原正子

・実践発表

｢学校図書館の環境整備｣

鷹取小学校司書教諭 中山真美

根岸小学校司書教諭 尾池 希

沢山小学校司書教諭 野崎広子

｢学校図書館ボランティアの導入｣

長沢中学校司書教諭 小松浩美

｢読書活動の推進～学校研究を通して｣

北下浦小学校総括教諭 金子美夕貴

他地区の先進的な取り組みや、実際に司書教諭と

して学校図書館機能の充実に携わってきた講師から

の実践報告や資料の提供により、司書教諭の役割が、

具体的になった。また、各自が持参した新聞を使っ

て｢情報ファイル｣を作成する演習では、本だけでは

ない、学習に役立つ資料の保管提示について学ぶこ

とができた。

市内学校の実践交流では、すぐ取り入れられる工

夫から、学校組織として校内研究を通した取り組み

までの成果発表があり、司書教諭それぞれが自校の

実態に応じて、今後、各学校で実践・推進・提案し

てくことを考える機会となったという感想が多く寄

せられた。
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平成21年度/｢教育研究所月報」

平成20年3月に告示された新学習指導要領は、本年度4月から移行期間に入り、一部の教科等で先行実施されました。そこで巻頭言と
寄稿のテーマはこれからの教育課題を見据えたものとし、各校での具体的な実践紹介や学校に必要な情報を伝える努力をしてきました。

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略）

４月

534号

1
2
3
4
5
6

信頼される学校
今年度の研修セクションの取り組み
今年度の教育の情報化推進セクションの取り組み ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：４月―
今年度の調査研究セクションの取り組み
4月23日 子ども読書の日 ・汐入小学校では ～子ども読書の日をきっかけに～ ・理科センターだより「～生物教材出会いと別れ～」
「環境認識を育てる小学校理科学習指導」 ～体験型環境教材の活用を中心に（津久井小：伊藤英幸）

５月

535号

1
2
3
4
5
6

特色を生かした一貫性のある教育課程の編成 21年度の教育研究所体制
我校の教育課程 ・「読書活動を中心に据えた教育課程」（北下浦小：吉村彰展） ・「学校満足度100％を目指して」(北下浦中：橋本邦子)
子どもたちが楽しく学べる教室を ・授業力向上支援相談員を紹介します ・学校・学級経営相談のご案内 ・神奈川県立総合教育センター他研修講座のご案内
教育の情報化の推進 ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：５月―
研究員会の研究成果 ～研究紀要～ ・学校図書館活性化担当チーム ・理科センターだより「～ディジタルコンテンツの活用～」
平成20年度 学校教育賞

６月

536号

1
2
3
4
5
6

子どもの力が伸びるとき ～学校組織として改善事項を具体化し共有する～
改善事項と我が校の教育課程 ・「道徳授業を活性化する工夫」(光洋小：小曽戸聡) ・「体験活動を通して子どもたちを育てる」(久里浜中：内田学)
初任者研修 ～つながりを支えに～ ・言葉の再考 ～新たな教育を考える～ ・ホームページ活用のお願い
情報活用能力 ・校務用PCの活用 ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：６月―
図書資料室の風景 ・教育研究所研究員会 ・理科センターだより「～ディジタルコンテンツの活用 後編～」
学びの系統性研究員会

７月

537号

1
2

3
4
5
6

学校を愛する保護者・地域との協働 ～新しい教育と保護者・地域～
保護者・地域に新しい教育の理解を深めるために ・「様々な手段を利用した保護者・地域への情報発信」（鴨居小：村松雅）
・「その一歩として、今考えたいこと」（大矢部中：鈴木明）
新教育課程への対応を考える ～５月の管理職研修から～
教育の情報化に関する手引 ・ウイルス感染に注意 ・第６回スクールデジタルコンテスト ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：７月―
学校図書館の雰囲気作りに 飾り付けの型紙 お分けします ・おすすめの一冊「教室に魅力を」 ・理科センターだより「～日食の観察～」
平成21年度 教育研究所研究員総会での研究発表「地域の力を生かした学校づくりを探る」 ～今求められる学校と地域の新たな関係づくり～

８月

538号

1
2
3
4
5
6

「時々の初心忘るべからず」 ～研修と教師の成長～
研修と私 ・「研修は何のために」(桜小：増田由美子） ・「自分を見つめ直す機会」(大津中：松崎望)
４月からの実践の振り返りを ・初任者研修から２年次研修へ
ICT活用で子どもたちがイキイキ！ ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：８月―
本に親しむ ～諏訪幼稚園の取り組み～ ・理科センターだより「～自由研究のまとめで言語事項の充実を～」
初任者を育てる学校の力 ・「初任者は、学校の宝」（根岸小：新倉和子） ・「真似からはじまる」（久里浜中：石橋広規）

９月

539号

1
2
3
4
5
6

主体的な学びと言葉の力
言語活動や体験活動の充実を図る ・「言語活動の充実を」(衣笠小：石渡悦子) ・「いきいきと学び、生活に活かす工夫」(上の台中：宮本里美)
子ども理解を深める ～初任者研修より～
情報モラルと道徳の時間 ・城北小の研究授業から ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：９月―
３階図書室にコンピュータ設置 ・今月のお薦めの一冊「各教科などにおける言語活動の充実」 ・理科センターだより「～自然観察を通して理科が大好きな子どもに～」
学校図書館担当チームからの報告1 ボランティアとの連携でつくる読書環境

10月

540号

1
2
3
4
5
6

授業を省察する ～学び合い、高め合う子どもを育てる教師力の向上～
授業づくりへの挑戦 ・「子どもたちの輝く瞳と共に」(諏訪幼：梶山千弘) ・「『豊かな学びを実現する授業』をめざして」(浦郷小：高橋ちほり)
夏季研修で学んだことを明日の授業に
ICT活用教育推進委員・夏季研修 ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：10月―
理科センターだより「理科研修を授業にいかす」 ・今月のおすすめの一冊「教師花伝書 －専門家として成長するために－」
〔学校組織を考える その１〕馬堀小学校 校内研究への取り組み「子どもの解釈・授業の事実をもとに、授業改善に取り組む」

11月

541号

1
2
3
4
5
6

無言清掃 ～生活習慣・学習習慣と学力～
家庭での学習を考える ・「宿題の現状とこれから」(野比小：濱田芳子） ・「学びの充実感を持たせる場」(池上中：平野はるひ）
今 学校に求められるもの ～夏季総括教諭研修 校内研修の活性化から～
教育情報化支援員の派遣始まる ・職員室のICT環境を改善 ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：11月―
読書の秋 読書感想文コンクール終わる ・今月のお薦めの一冊「考える読書」 ・理科センターだより「～ICTを活用した理科授業～」
〔学校組織を考える その2〕 田浦中学校 校内研究への取り組み「学校づくりは、授業づくりから ～生徒の体・頭・心の動く授業を目指して～」

12月

542号

1
2
3
4
5
6

自分を育てる ～感じる読書、考える読書～
我校・我学級の読書活動 ・「子どもたちの近くによい本を」(鶴久保小：三原八重子) ・「読書の楽しさを味わってほしくて」(岩戸中：佐藤幸美)
教師のためのコミュニケーションスキル ～教師のための「コミュニケーションスキル向上」研修講座より～
小学校問題データベースで課題作成！ ・学校代表機でAcrobat9 proを使ってみよう ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：12月―
読書習慣の形成のために ・今月のお薦めの一冊「（復刊）自然の観察」 ・理科センターだより「～冬の天体観測～」
学校図書館担当チームからの報告2 「学校図書館を活用する ～市外の学校訪問から～」

１月

543号

1
2
3
4
5

6

かさぶたと夕焼けの匂い ～運動と遊び～
体育・健康に関する指導の充実を図る ・「日々の生活の中での指導」(小原台小：吉村鉄平) ・「生徒が自ら積極的に運動に取り組むために」（神明中：中島志）
授業を通して子どもを語る ～６年次教職経験者研修から～
「よりわかる授業」のためのICT活用 ・スクールデジタルコンテスト入賞者が決定！ ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：１月―
第１回学校ボランティア養成講座 ・第20回読書感想画展 ・今月のお薦めの一冊「授業力向上」実践レポート
・理科センターだより「～小学校児童・中学校生徒研究集録展～」
｢学校と博物館が連携した研究」 ～学校の教育に生かす新たな取り組み～

２月

544号

1
2
3
4
5

6

ほんものの先生、ほんものの学校 ～教師力の向上と学校組織～
学校力を高める組織運営のあり方 ・「教師個々が支え合う取り組みを通して｣(船越小： 野澤俊幸） ・「地域との連携を生かした学校運営」(浦賀中： 中山あや子)
協働的な学び ～授業力向上アカデミーの取り組みから～
実物投影機による拡大投影の効果 ・校務支援システムがやってくる１ ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：２月―
横須賀市読書感想画展 ・今月のお薦めの一冊「素敵な学級づくり 楽しく・優しく 子どもたちのための担任術」
・理科センターだより「～三浦半島の野鳥・ムクドリの悲哀～」
〔学校組織を考える その3〕大津小学校 校内研究への取り組み「知恵を出し合い全員で授業をつくる ～事前研究は教材研究から～」

３月

545号

1
2
3
4
5
6

チームとしてのコミュニケーション ～学校評価と学校力～
学校評価をどう活用するか ・｢『学校評価』を有意義なものに」(池上小：上遠野徹） ・「家庭・地域が連携したチーム不入斗の構築」(不入斗中：岩澤住武)
１年間の研修を振り返って ～研修の意義について考える～
デジタルカメラを効果的に活用する ・校務支援システムがやってくる２ ・連続コラム ―SAB資産の扱い方：３月―
理科センターだより「イントラから北極星を探そう ～新コンテンツ『横須賀から見た星座』～」 ・新年度の準備 ～３月に種まきを忘れずに～
学校図書館ボランティア養成講座 ・司書教諭研修講座(第2回)

ページ別内容 (原則的には) １．巻頭言 (所長：阿部優子) ２．教育課題にかかわる寄稿 ３．研修セクション

４．教育の情報化推進セクション ５．調査研究セクション ６．教育課題や各セクションの補足



- 18 -

理科教育事業

文部科学省による IMESS2007 の報告では、日

本の理科問題の平均得点は小学校４年生、中学

校２年生とも上位グループに位置しているとい

える。こうした点から、前回調査で指摘された

学力の低下傾向については歯止めがかかったと

考えられている。しかし、「理科の勉強に対す

る自信」についての回答では高いレベルの割合

は小学校、中学校共に国際平均値より下回って

いる。さらに、「理科を勉強すると日常生活に

役立つ」を肯定的に答えた中学生は 53 パーセン

トで国際平均値より 31 ポイント下回っている。

このような現状をふまえ、今後もより理科教育

の力量を高めるために教員研修の充実が求めら

れると考える。

教育研究所の理科教育事業では教員が学び、

探究する場、そして科学への関心を高める場と

して、研修講座を中心に、授業の支援や情報の

提供を行ってきた。

研修講座の内容としては、理科指導に必要な

基礎的な技術を身に付けるもの、指導が難しい

実験・観察を含む単元の内容、野外での自然観

察の際の留意事項や環境問題にかかわる内容な

どを取り上げた。

さらに、科学の最新情報を提供し、関心を高

めることもこれからの理科教育で大事な要素と

なると考え、こうした内容の講座も盛り込んだ。

研修講座以外の事業としては、理科学習に必

要な教材生物の配布や斡旋、観察実験用具の貸

し出し、研究のための理科施設の開放、様々な

問合せ・相談に応ずることなども行ってきた。

なお、事業を進めるにあたり、学校教育課指

導主事や小学校理科研究会、中学校理科研究会、

他の研究機関と連絡をとりながら、内容の充実

と活動の円滑化を図ってきている。

１ 理科教育研修講座

平成 21 年度は下記の４コースを設定した。

ア．理科基礎技術講座

イ．小学校・中学校理科教材研究講座

ウ．科学教養講座

エ．夏季研修講座

(１) 理科基礎技術講座

主に校務分掌における理科担当の先生方

と理科の授業を担当している先生方を対象

に、理科指導に当たって必要な基礎的な技術

を身に付ける内容として（表１）のような

10 講座を実施した。

希望調査を参考に、理科を指導するにあた

って身に付けておきたい基礎的な内容を中

心に実施した。実験、観察基礎技術、自然観

察の際の基礎知識、地域資源の生かし方等に

ついて研修した。

この 10 回のうち、フィールドワークによ

る研修が５回含まれる。

(２) 小学校・中学校理科教材研究講座

小学校・中学校の学習内容で、学習効果を

高めるための教材開発や学習展開の工夫を

研修するため（表２）のように６講座を実施

した。

第１回は前年度長期研修員の伊藤英幸指

導主事に、理科授業における環境教育の実践

例を紹介していただいた。

第２回は武山小学校平野邦好教頭に、メダ

カの飼い方や生態など、観察を通して説明し

ていただいた。

第３、６回は教材開発販売会社のスタッフ

による様々な実験を学んだ。今回は新学習指

導要領に対応する実験器具や材料が多く紹

介され、それらを実際に使って実験をするこ

とで原理を理解することができた。

第４、５回は横浜国大の平島由美子準教

授に、100 円ショップなどで購入した身近な

材料を使った自作の教材で物理実験を行い、

それぞれの現象について分かりやすく説明

をしていただいた。また、スピーカー等の教

材製作も行った。

(３) 科学教養講座

理科指導に当たる教員にとって役立つ技

術や最新情報を得るための講座として（表

３）のような４講座を実施した。

第１回は、ＪＡＸＡ加藤學氏に同機構が所

有する月探査機かぐやによって解明されつ

つある月の構造について解説していただい
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た。第２、３回は日本原子力文化振興財団よ

り講師を派遣していただき、放射線や放射線

の利用について、実験を行いながら説明をし

ていただいた。第４回は都市計画課職員よ

り、浦賀ドックにおいて、造船の技術やその

応用を実際の工場で使われた道具を用いて

体験実習を行っていただいた。

(４) 夏季研修講座

夏季休業中行われる各教科の夏季研修と

連動する講座で、今年度は環境教育に対応す

る内容とした講座で（表４）のように２講座

を実施した。

第１回は国立教育政策研究所総括研究官

の五島政一氏を招き、指導要領の改訂のポイ

ントを環境教育の視点から解説していただ

いた。第２回は気象キャスターの水越祐一氏

を招き、近年問題となっている、異常気象と

環境問題の関連について解説していただい

た。

２ 理科実験観察教材の斡旋・配布・維持管理

教材生物、実験素材などの育成・管理・保

存と必要に応じて配布、斡旋を行った。

種ジャガイモ、サツマイモ苗、カイコ卵、

カブトムシの幼虫やそのえさとなる木材チ

ップ、花壇・畑用の堆肥についてはほとんど

の小学校で要望があるが、総合的な学習の時

間や選択理科に関連してか、中学校での申込

みも増えつつある。

水中の微小な生物についてもほとんどの

中学校に配布することができた。県総合教育

センターから提供されたものが、研究所にお

いて年間維持管理され、春以外の要求にも応

える体制ができた。

メダカ、オオカナダモ等の希望も毎年あ

り、理科教材園の整備が十分でない小学校、

中学校にとって研究所の果す役割は大きい。

３ 理科資料のデータベース化

教育情報センターのイントラネットサイ

トに「横須賀から見た星空」を加えた。また、

掲載中の「三浦半島海辺の生物ウォッチン

グ」、「校庭の植物」、同インターネットサ

イト上にある「三浦半島の植物」・「久里浜

の気象」・「三浦半島の地層・地質」「三浦

半島の野鳥」の配信とデータ蓄積、「植物歳

時記」のデータ追加を行った。

４ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成

各校で選ばれた子どもの研究の代表作品

１点ずつを研究集録として CD にまとめ、１

月に発行した。また、教育情報センターのイ

ントラネットサイトに掲載した。この研究集

録には小学校 22 点、中学校３点が掲載され、

主に夏季休業中に取り組んだ自由研究が多

いが、総合的な学習の時間で取り組まれたも

のも数点ある。資料写真を使用している作品

が多く、CD に集録することでこれらのデー

タをいかすことができた。また、作品をプリ

ントしたものを 11 月に自然・人文博物館、

12 月に児童図書館に展示した。

５ 授業支援

理科の授業を展開していく上で必要な資

料・情報の提供として、理科や総合的な学習

の時間、選択理科、薬品処理などの様々な問

合せや相談に応じると共に、これまでに蓄積

されている理科関係資料の提供、理科施設や

器具の貸出し等を行った。また、今年度新た

に、堆積実験装置、霧箱、フレキシブル教材

提示装置、ゼネコン用ライト実験ボックスな

ど備品の購入も行い、貸出しや研修に使える

体制をとっている。

理科実験室の施設や機器等の利用につい

ては、各学校の要望にできる限り応じ、今年

度は教材提示装置、液体ガス容器、双眼鏡、

天体望遠鏡、顕微鏡、双眼実体顕微鏡、スト

ロボ装置、おもりの衝突実験器などの貸出し

があった。

６ 理科教育事業への協力

理科教育研修やその他の事業について、市

小学校理科研究会、市中学校理科研究会をは

じめ、多くの方々との連携・協力を行った。

ご協力いただいた主な方々は下記のとおり

である。

小学校理科研究会長 小田部忠二（野比小）
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副会長 平野 邦好（武山小）

副会長 小田部英仁（光洋小）

中学校理科研究会長 川名 健治（長沢中）

副会長 山下 実 （追浜中）

副会長 成田 明良（衣笠中）

ＨＰ「植物歳時記」作成 八田羽榮一

（敬称略）

（表１） 理科基礎技術講座 （10 回 222 名）

月 日 講 座 名 指 導 者 場 所 参加

６．13

７．７ 10

７．21～28

７．21～28

７．23

７．31

８．21

11．15

12．８

12．25

自然観察会～初夏の植物～

日食

実験の基礎 初級編

実験の基礎 中級編

自然観察会～海の生き物～

自然観察会～昆虫～

学びの系統性・理科

身近な自然の教材化Ⅴ

月・冬の星

自然観察会～冬の野鳥～

八田羽 榮一 （植物研究家）

白井 宏一 （教育研究所）

白井 宏一 （教育研究所）

白井 宏一 （教育研究所）

萩原 清司（自然人文博物館）

内舩 俊樹（自然人文博物館）

学びの系統性・理科研究員

高橋 良寿（五感教育研究所）

白井 宏一 （教育研究所）

泉 和幸 （日本野鳥の会）

観音崎公園

理科実験室

理科実験室

理科実験室

天神島

博物館

理科実験室

大楠山

理科実験室

久里浜港

７

17

85

41

16

33

２

３

６

12

（表２） 小学校・中学校理科教材研究講座 （６回 149 名）

月 日 講 座 名 ・ 学 年 指 導 者 場 所 参加

７．29 

７．30

８．３

８. 18

８. 18

８. 21

環境教育

メダカ

新学習指導要領中の物理系実験

楽しい物理実験Ⅰ

楽しい物理実験Ⅱ

おもしろ実験ゼミナール

伊藤 英幸 （教育研究所）

平野 邦好 （武山小学校）

ケニススタッフ

平島由美子 （横浜国立大学）

平島由美子 （横浜国立大学）

ナリカスタッフ

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

理科実験室

８

44

24

20

12

41

（表３） 科学教養講座 （４回 73 名）

月 日 講 座 名 指 導 者 場 所 参加

８．７

８．11

８．11

８．20

探査機かぐやが見た月

放射線Ⅰ

放射線Ⅱ

浦賀ドック科学教室

加藤 學 （ＪＡＸＡ）

日本原子力文化振興財団

日本原子力文化振興財団

都市計画課

理科実験室

理科実験室

理科実験室

浦賀ドック

40

11

８

14

（表４） 夏季研修講座 （２回 113 名）

月 日 講 座 名 指 導 者 場 所 参加

８．４

８．17

新学習指導要領における

環境教育

気象キャスターから見た

環境問題

五島 政一

（国立教育政策研究所総括研究

官）

水越 祐一（気象キャスターネ

ットワーク）

第１研修室

第１研修室

21

92
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概 要

平成 21 年度は教職員の専門的資質向上を図る

ことを目的として

①今日的な教育課題に応じた研修の充実

②教員の授業力向上を目指した研修の充実

③教員の協働性を高める研修の充実

を重点として事業に取り組んだ。

①については、今日的課題の中心とも言える「学

習指導要領への対応」「校内研修の活性化」、「学

校組織」や「教員のコミュニケーション能力向上」

に関する研修を実施した。コミュニケーションに

関する講座は、総括教諭等学校運営推進者研修、

11 年次教職経験者研修等の指定研修で実施した

が、今年度は選択研修として「教師のための『コ

ミュニケーションスキル向上』研修講座」を新た

に設けた。保護者や子どもたちとの関係づくりに

欠かせないコミュニケーションスキルを身に付

け、授業づくり・学級経営づくりを向上させてい

くことを目的としている。また、管理職研修・総

括教諭等学校運営推進者研修講座は、新学習指導

要領の実施に向けた取組のみならず、学校が組織

としての力を発揮できることを目的とした内容

にした。なお、昨年度に引き続き、小学校外国語

活動に関する研修を中心として外国語教育に関

わる講座を充実させている。

②については開講２年目の「授業力向上アカデ

ミー」の充実が大きな成果である。子ども理解に

基づく授業づくりについて早稲田大学小林宏己

教授から貴重な示唆をいただいた。本講座で展開

された授業力の考え方は、授業研究を行う際の基

本的な考え方となっている。

「経験年数に応じた研修」の全受講者に校内で

の授業研究を課し、授業力向上を目指している。

授業づくりに関しては、授業力向上支援相談員

の派遣が経験年数の浅い教員の授業力向上に寄

与している。昨年同様５名の相談員を、教職経験

６年以下、また臨時的任用職員・非常勤職員を支

援の対象として派遣した。

なお、研修全体を通して、教育課題の把握のた

め、受講者による研修評価を活用している。例と

して、研修評価の感想に記されている実践上の悩

み等から受講者のニーズを掴み、その後の研修講

座の内容に生かしたことなどがあげられる。

③については、学校、校種、教科、経験年数を

超え、教員同士が互いに力量を高め合えるような

研修を目指した。そのために実践交流や協議・ワ

ークショップの場を充実させていく工夫をした。

６年次教職経験者研修では、主に中学校の学区

を基本として、校種の異なる教員がグループを作

り、その代表者による研究授業を行った。研究協

議では、教師のパフォーマンスのみならず、授業

中の子どもの姿から授業を振り返り、授業を分析

していくという手法を用いた。この授業研究で

は、11 年次教職経験者研修の教員も参観と協議に

加わった。異校種のつながりだけではなく、経験

年数を越えたつながりを持ち、刺激し合うことが

効果的だと考えている。

11 年次教職経験者研修では、授業づくりにおけ

る自己課題の把握と改善の手だてを、講義と協議

をもとに見出し、授業研究に取り組んだ。授業研

究を計画するとき、また報告する時にグループ協

議を行い、他の実践から学ぶ場を確保した。

初任者研修では、夏季休業中の宿泊研修で教科

をもとにしたグループでマイクロティーチング

（模擬授業）を実施した。話し方や聴き方、教室

における教師の立ち位置や視点の置き方といっ

た教師としての基本的な技術、また、子どもから

見た板書や発言の取り上げ方について話し合い、

互いの意見を述べ合いながら協議を深めた。ま

た、秋の授業研究では、子どもの活動や発言を中

心として授業記録をとりながら参観することや、

付箋紙を使い、具体的な子どもの姿から授業を振

り返る研修を実施した。

次年度も子ども理解に基づく授業力の向上を

目指すが、同時に、授業研究を中心として教員同

士が協働性を発揮し、学校の組織作りを推進して

いくような研修講座を実施していきたい。

研修セクション
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指定研修

経験年数に応じた研修

教職員のライフステージに沿い、教職経験に

応じた体系的・総合的な研修を行い、教育専門

職としての資質の向上を図る研修である。

◎初任者研修講座

新採用の教員として求められる資質・能力の

向上を図ると共に、豊かな人間性と指導力に富

む教員の育成を目指した研修を行う。受講者は

94 名。研修は校外研修年間 25 日以上と校内研

修年間 300 時間以上の実施とする。

＜校外指定研修＞ 13 日

回 日 時 内 容 講 師

１４月14日 開講式

教育長講話

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・服務

教育長

研究所指導主事

２５月12日 生涯学習部長講話

学級経営と子ども理解

研究所長

研究所指導主事

３６月２日

小学校教諭

６月16日

中学校教諭

授業づくりⅠ

講義・演習

授業（指導主事による授

業のVTR）観察から、授

業の基本的な技術を学

ぶ。

芳川玲子

（東海大学教授）

研究所指導主事

４ ７月７日 生徒指導

横須賀市の支援教育

生徒指導・特別支援教育

学校教育課

指導主事

５８月３日 授業づくりⅡ

所長講話

講義・演習

小林宏己

（早稲田大学教授）

指導主事

６

７

８月18日

～19日

国際交流セ

ンター宿泊

授業づくりⅢ

講義・演習

演習（Microteaching）

小林宏己

（早稲田大学教授）

指導主事

８ 10月20日 校外授業研究Ⅰ 研究所指導主事

10月27日 （中学校）

９ 11月10日

11月17日

11月24日

校外授業研究Ⅱ

（小学校）

研究所指導主事

12月８日 「道徳教育」

「特別活動」

講義

学校教育課

指導主事

１月12日 「人権教育」

講義

学校教育課

主査指導主事

２月16日 実践報告会

閉講式

研究所長

研究所指導主事

５月19日

５月26日

６月２日

６月９日

６月23日

６月30日

７月14日

校務情報化とICTの

授業への活用

教育情報担当課

指導主事

選

択

研

修

異校種研修

（１日）

勤務校以外の

学校の教職員

校外課題研修（11日）

小学校教諭は理科基礎

技術講座を1回受講

外部講師

研究所指導主事

＜校外課題研修＞ 11 日

・市主催の選択研修等より選択。

＜異校種研修＞ １日

・子どもの成長の段階を見通した上で、適切な

指導力を身に付け、教職員としての幅広い教育

観を形成するために実施した。

＜校外授業研究＞ （敬称略）

初任者による提案授業と研究協議

◆10 月 20 日（火）

齋藤詠美（武山中）、水谷日香梨（大津中）

◆10 月 27 日（火）

家村 亮（久里浜中）、田川裕之（衣笠中）

山西真莉子（鴨居中）、吉村和也（大津中）

10

11

12

13
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◆11 月 10 日（火）

田部井哲人（夏島小）、小濱和道（久里浜小）

◆11 月 17 日（火）

橋本伸一（池上小）、府中高助（明浜小）

◆11 月 24 日（火）

齋藤 裕（桜小）、

■インフルエンザ流行による学級閉鎖等に伴う中止

10 月 20 日(火)髙橋千尋（浦賀中）

11 月 17 日(火)輿水健（長井小）

11 月 24 日(火)田子昌仁（田浦小）

＜校内研修＞ 年間 300 時間以上

所属校において行う研修。拠点校指導教員方式

においては、拠点校指導教員による研修を週７

時間程度、年間 210 時間以上、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる

研修を週３時間程度、年間 90 時間以上実施した。

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

300 時間以上実施した。受講者 94 名。

◎拠点校指導教員研修講座

年間を通して初任者の指導を専門に担当する

拠点校指導教員を対象に、初任者研修の効果を

高めるため、研修の状況報告と指導内容の交流

を中心とした研修を行った。研修日数は５日。

受講者は 21 名。

◎２年次教職経験者研修講座

児童生徒理解に基づいた教育実践について理

解を深め、指導力の向上をめざすための研修を

実施。校外研修５日、校内研修１日。受講者 94

名。

＜校外研修＞

回 日 時 内 容 講 師

１４月28日 オリエンテーション

２年目の教師として

大切にしたいこと

自己課題の設定

研究所指導主事

２５月15日 子どもを大切にする

授業とは

池田敏和

(横浜国立大学教

授)

３ ７月１日 児童生徒指導におけ

る基本的な対応

学校教育課指導

主事

４ 10月28日 コミュニケーション

能力の向上について

学校教育課スー

パーバイザー

５１月15日 実践の交流と振り返

り

研究所指導主事

＜校内研修＞

７月～１月 勤務校における授業

研究と研究協議

各勤務校

研究所指導主事

◎６年次教職経験者研修講座

児童生徒理解に基づいた教科指導の充実を図

り指導力の向上を目指すための研修を実施。校

外研修５日、校内研修１日。受講者 52 名。

＜校外研修＞

回 日 時 内 容 講 師

１５月８日 教員の資質向上に

ついて

研究所指導主事

２７月３日 確かな学力を身につ

ける授業づくり

研究所指導主事

３８月11日 確かな学力を身につ

ける授業づくり

研究所指導主事

４９月～１月 グループ別提案授業 ８校で実施

５２月23日 授業実践の交流と振

り返り

研究所指導主事

＜校内研修＞

９月～１月 勤務校における授業

研究と研究協議

研究所指導主事

◎11 年次教職経験者研修講座

教育公務員特例法第 24 条に基づき、教職経験

10 年を経過した教員を対象に、資質能力の向上

を図り、個々の適性を伸長するとともに、学年・

学校経営における企画調整力を身に付けること

を目的に、教科指導に関する研修、生徒指導に
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関する研修、学校組織に関する研修、社会体験

研修等を実施した。今年度の受講者は 10 名。研

修日数は校外研修 15 日程度(主に長期休業中)、

校内研修 15 日程度(課業期間中)、計 30 日程度

実施した。

＜校外研修＞

回 日 時 内 容 講 師

1 5月1日 オリエンテーション 研究所指導主事

2 8月4日 講義演習「授業づくりに

おける自己課題と改善

の手だてⅠ」

研究所指導主事

3 8月20日 講義演習「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

向上の手だて」

三好良子

（人材育成コン

サルタント）

4 1月6日 社会体験研修報告会

講演「企業における組織

づくり」

渡邉聖司

（湘南国際村セ

ンター）

5 １月19日 協議「授業づくりにおけ

る自己課題と改善の手

だてⅡ」

研究所指導主事

6 ９月～１月 ６年次教職経験者研修

の研究授業への参加

選択研修は、受講者の研修テーマに応じて５

日以上選択・実施した。

社会体験研修は、外部機関における業務の体

験を通して、教員としての資質向上を目指すた

め、主に市内の事業所等で実施した。日数は、

事前訪問１日、体験研修３日の計４日。体験研

修先は以下の通りである。

三和保育園、公郷保育園、観音崎京急ホテル、

市立南図書館、市立児童図書館、北久里浜接骨

院、かもめ助産院、JICA横浜

＜校内研修＞

４月～３月 「授業に関する研修」

「生徒指導に関する研修」

「学年・学校運営における

研修」

各校指導担当

◎21 年次教職経験者研修講座

今日的教育課題への理解を深めるとともに、

学校教育目標実現のため、学校運営に積極的に

かかわる視点を身に付ける研修を実施。校外研

修６日、校内研修 1日。受講者 22 名。

＜校外研修＞

回 日 時 内 容 講 師

１５月13日 20年教職経験者に期

待すること

キャリアの振り返り

１年間の目標設定

教育研究所長

研究所指導主事

２６月26日 これからの学校、こ

れからの授業づくり

蛭田政弘

（文教大学教授）

３８月17日 自ら学び合う意欲を

育てる授業をつくる

には

吉崎静夫

（日本女子大学教

授）

４10月21日 組織的な学校運営とは 大内美智子

（横浜市立立野小

学校長）

５12月22日 学校の情報教育をど

のように進めるか

赤堀侃司

（白鴎大学教授）

６１月６日 支援教育「一斉指導

と個別支援の融合」

遠藤まゆみ

(鶴久保小学校総

括教諭)

＜校内研修＞

７月～１月 勤務校における授業

研究と研究協議

各勤務校

研究所指導主事
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職務等に応じた研修

◎ 管理職研修講座

学校経営に関することや、今日的な教育課題に

ついての理解を深め、円滑な学校経営に必要な資

質の向上を図るために研修を実施した。

■校長・園長研修講座（対象者 77名）

◎第１回 ５月８日（金）９：30～11：30

講 義 「特色ある教育課程を編成するには」

講 師 小泉 祥一（東北大学教授）

◎第２回 10月 21 日（水）９：30～11：30

講 義 「携帯電話・ネットにかかわる問題への対

応」

講 師 坂田 仰（日本女子大学教授）

◎第３回 １月 15 日（金）９：30～11：30

講 義 「学力テスト・学校評価を次年度教育計画

にどう生かすか」

講 師 小松 郁夫（玉川大学教職大学院教授）

■副校長・教頭研修講座（対象者 78名）

◎第１回 ５月 13 日(水）９：30～11：30

講 義「学校の自己責任と教頭の役割」

講 師 寺崎 千秋 (教育調査研究所 研究部長)

◎第２回 10月 20 日（火）９：30～11：30

講 義 「保護者との対応を考える～人権教育の視

点から～」

講 師 川瀬 冨士子(弁護士)

◎第３回 １月 12 日(火）９：30～11：30

講 義 「リーダーとしての人間関係づくり」

講 師 鈴木 丈織 (ビジネスラポール 代表取締役)

◎ 総括教諭等学校運営推進者研修講座

学校を組織的･機能的に運営するために、グルー

プリーダーとして必要な資質・力量の向上を図る

ことを目的とした研修である。

今年度は、人材育成や校内研修研究の推進、新

学習指導要領への対応等の視点に立ち、総括教諭

等学校運営推進者の役割も考えた。

対象者は 308 名

回 日時 内 容 講 師

１

A
選

択

７月

28日

研修・研究

「学校を活性化す

る校内研修」

慶應義塾大学

教授 鹿毛雅治

B
選

択

７月

31日

学校組織マネジメ

ント

「学校組織につい

て」

国立教育政策

研究所 教育

政策・評価研究

部 部長

葉養 正明

C
選

択

８月

４日

新学習指導要領

「新学習指導要領

を生かす学校づく

り」

千葉大学

教授 天笠茂

D
選

択

８月

10日

学校組織マネジメ

ント「危機管理につ

いて考える」

日本女子大学

教授 坂田仰

E
選

択

８月

20日

人材育成

「人材育成のため

のコミュニケーシ

ョンを考える」

人材育成コンサ

ルタント

三好 良子

２

中

・

高

学

校

代

表

1

名

２月

24日

実践発表・協議

「中学校の取組

～成果と課題～」

研究所指導主事

小

・

特

２月

26日

実践発表・協議

「小学校の取組

～成果と課題～」

横浜国立大学

総合実践センタ

ー 研究員

三浦修一
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選択研修

◎ 教師のための「コミュニケーションスキ
ル向上」研修講座

本講座は新規講座として、子どもと教師、教師

と保護者とのコミュニケーションを円滑にする

ための技術と理論を身に付けることをねらいと

した。

近年、子ども・保護者の姿は多様化しており、

過去の「教師と子ども」、「教師と保護者」の関係

性を支えとした指導は困難な状況にある。言い換

えれば、「先生が言ってるのだから･･･」では通用

しない状況に教師・学校は直面していると言える。

さらに、このような状況の中では、子どもとのコ

ミュニケーションや、保護者対応を起因としたト

ラブルに教師が長時間にわたり携わることも多

く、このことを起因として心身に不調をきたす教

員の数も全国的に増加している。

これらのことに対応するには、これまで以上に、

子ども・保護者の内面を理解し、それぞれに合っ

たコミュニケーションを用いた教育を実践して

いかなければならないと考え本講座を開講した。

【講座内容】講師：東海大学 芳川玲子教授

演習と講義を織り交ぜた構成のため、夏季休業、

土曜日に研修を開催した。自己実践に役立つ研修

であったかについての、受講者からの評価は、４

回の平均で 3.9（４点満点）の評価であった。

◎ 英語活動推進者養成研修

平成 21 年文部科学省「小学校外国語活動研修ガ

イドブック」に示された中核教員研修の運営方法

に基づき、平成 20 年度より２年計画で開始した研

修である。研修の対象となる教諭は、校内で英語

活動を中心となって推進できる者とし、各校 1 名

以上の受講者とした。研修の目的は、小学校英語

活動を各校で円滑に実施するために、校内研修の

意義や役割、校内研修運営方法、学級担任の役割

や ALT との TTの方法等について必要な知識技能等

を修得し、各校において英語活動を推進していく

力を身に付けることとした。受講者は主に横須賀

市標準カリキュラム「ハッピータイムⅣ」の校内

への伝達を務める。

【指定研修】

第１回 ４月 24 日（金）15:30～16:45

「５月・６月の指導計画」

～研修内容の説明・推進者の役割～

第２回 ６月 17 日（水）15:30～16:45

「７月・９月の指導計画」

第３回 ８月 11 日（火）13：30～16：00

「英語活動における学級担任の役割」

(講師: 直山木綿子 文部科学省初等中等教育局

教育課程課・国際教育課 教科調査官)

第４回 ９月８日（火）15：30～16：45

「10 月・11 月の指導計画」

第５回 11 月 18 日（水）15：30～16：45

「12 月・１月の指導計画」

第６回 １月 19 日（火）15：30～16：45

「２月・３月の指導計画」

第７回 ３月２日（火）15：30～16：45

「４月の指導計画・年間反省」

【選択研修】

第１回 ７月 28 日（火）9:30～12:00

夏季研修(インタラック外国人講師)

第２回 ７月 29 日（水）9:30～12:00

夏季研修(インタラック外国人講師)

教師のためのコミュニケーションスキル １ 期日・会場

１－① 児童生徒個人の成長・発達を促進す

るコミュニケーションスキルを理論

と演習を通して身に付ける。

受講者27名

８月４日（火）

9:00～12:00

教育研究所

１－② 保護者の安定性と子育ての力を伸ば

すコミュニケーションスキルを理論

と演習を通して身に付ける。

受講者26名

８月20日（木）

9:00～12:00

教育研究所

教師のためのコミュニケーションスキル ２ 期日・会場

２－① 学級における児童生徒の諸問題を解

決するためのコミュニケーションス

キルを理論と演習を通して身に付け

る。 受講者12名

10月13日（火）

9:00～12:00

教育研究所
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◎ 英語教育推進者研修

小学校英語活動と中学校以降の英語教育との

接続の課題や、中学校英語科の時数増にどのよう

に対応していくかという課題等を考え、平成 20

年度から実施を開始した研修である。

本研修講座の目的は、新教育課程における英語

教育について必要な知識技能等を習得し、校内の

英語科研修で中心的な役割を果たすとともに、域

内の学校と連携をとりながら、小学校における英

語活動と中学校、高等学校における英語教育を連

携させていく視点を身に付けることとした。ま

た、受講者は、特別支援学校、中学校、高等学校

において、英語科研修を中心となって推進できる

者 1名とした。

【指定研修】

第１回 ６月３日（水）15:30～16:45

授業力向上研修Ⅰ

「小学校英語活動と中学校英語教育の

連携を考える」

(駒沢女子大学准教授 太田 洋)

第２回 11 月 10 日（火）14:10～16:45

授業力向上研修Ⅱ

「中学校研究発表参加」

(田浦中学校ﾌﾛﾝﾃｨｱ B 発表)

第３回 １月 29 日（金）13:15～16:45

授業力向上研修Ⅲ

「小学校英語活動授業参観（大矢部小学

校）」(神奈川大学 高橋一幸)

【選択研修】（夏季研修として実施）

第１回 ７月 27 日（月）9:30～12:00

授業力向上研修(インタラック外国人講師)

第２回 ７月 27 日（月）13:30～16:00

英語力向上研修(神奈川大学 久保野雅史)

第３回 ８月 21 日（金）9:30～12:00

授業力向上研修(駒沢女子大学 太田 洋)

第４回 ８月 21 日（金）13:30～16:00

英語力向上研修(インタラック外国人講師)

◎ 横須賀市英語教育推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ

横須賀市の小学校・中学校・高等学校で実施さ

れる 12 年間の英語教育を、長期的な視野で総合

的にデザインし、今後の英語教育を充実させてい

くため、平成 20 年度より教育委員会教育研究所

内に「横須賀市英語教育推進プロジェクトチー

ム」を設置した。プロジェクトチームの構成員は、

学識経験者１名、学校長１名、教諭６名（小学校

教諭２名・中学校教諭３名・高等学校教諭１名）、

横須賀市外国人英語教員１名、横須賀市小学校英

語活動アドバイザー２名、指導主事（学校教育課

・教育研究所）２名、教育研究所長とした。設置

期間は平成 21 年４月１日から平成 22 年３月 31

日までとしたが、教育研究所長が設置期間を延長

することができる。

第１回 定例会 ７月 10 日（金）15:30～16:45

「高等学校における英語教育の展望」

（神奈川大学教授 髙橋一幸）

第２回 定例会 ８月 24 日（月）9:30～12:00

「高等学校における英語教育の目標について」

第３回 定例会 10 月 13 日（火）9:30～12:00

「高等学校における英語教育の目標について」

第４回 定例会 11 月 10 日（火）14:10～16:45

「田浦中学校研究発表参加」

第５回 定例会 12 月 18 日（金）15:30～17:00

「英語教育目標の設定、独自教材の扱いについ

て」

第６回 定例会 １月 29 日（金）13:15～16:45

「大矢部小学校研究発表参加」

第７回 定例会 ３月５日（金）15:30～16:45

「英語教育目標の設定と今後の横須賀市の英語

教育」
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◎ 授業力向上アカデミー

学力向上支援事業の一環として、平成 16 年度

より開催していた「授業パワーアップ講座」と、

平成 17 年度より開催の「授業力錬成講座」を統

合し開講した講座である。

授業力とは、「児童生徒理解」・「子どもへの

愛情・教育への使命感と感性」・「統率力」を基

礎として、それらの上に教材研究の力や授業を構

成・展開する力が築かれる。この考えに基づき講

座を構築した。

広く小・中・高等学校に受講者をつのり、受講

者が意欲的に授業力向上に取り組むことができ

るよう、少人数による定員制の講座とした。また、

市内のベテラン教員の授業を参観する、示範授業

も各教科で開催した。

受講者 25 名中、21 名が経験年数 10 年以下の

若手教員であった。

＜対象教科（全体の受講者数 25 名）＞

○開講講座：「社会、外国語・外国語活動、音楽、

体育・保健体育、家庭・技術家庭、図工美術」。

○受講者数：「各教科小学校３人、中学校３人。

高等学校は学校長と相談の上決定」としたが、受

講者は以下の通りとなった。

・社会（小学校５名・中学校２名、高校１名）

・外国語・外国語活動（小学校３名・中学校１名）

・音楽（小学校４名）

・体育、保健体育（小学校３名・高校１名）

・家庭・技術家庭（小学校１名・中学校３名）

・図工･美術（小学校 1 名）

＜研修日程と内容＞

○６月 12 日 「授業づくりⅠ」

早稲田大学教授 小林宏己

「オリエンテーション」

担当指導主事

○６月～７月 「授業づくりⅡ」

各自の授業研究（課題発見）

○８月７日 「授業づくりⅢ」

早稲田大学教授 小林宏己

教科ごとの研究協議・講義等

○８月 10 日他 夏季休業終了まで

「授業づくりⅣ」

教科ごとの研究協議等

○示範授業

■社会 11 月 12 日（木）

池上中学校 三縄肇 教諭

1年「元寇後の幕府と御家人」

■外国語・外国語活動 10 月 26 日（火）

神明小学校 青木葉子 教諭

６年「I like music.How about you?」

■音 楽 10 月 28 日（水）

船越小学校 石坂正子 教頭

２年「鑑賞 言語活動を取り入れて」

■体育・保健体育 10 月 29 日(木)

鷹取小学校 山崎亨 総括教諭

６年「陸上運動 走り高跳び」

■技術家庭 11 月４日（水）

長沢中学校 増田功 総括教諭

１年「生活に役立つものを作ろう」

長沢中学校 海野功子 教諭

２年「地域の食材の魅力を知ろう」

■図工･美術 10 月 30 日(金)

衣笠小学校 髙木恵子 総括教諭

２年「海の世界へようこそ」

○ベテラン教師の素晴らしい授業を参観するこ

ができた。またその裏付けとなる、様々な授業技

術を研究協議で直に聞くことができた。受講者に

とっては、その後の自己実践につながる貴重な時

間であった。

○10 月～２月 「授業研究会」

○２月 19 日 実践報告会「1年間のまとめ」

担当指導主事

受講者は、「子どもからの授業評価」、「学校

長による評価」、「講座専用のシートによる授業

自己診断」、「授業の VTR による振り返り」をも

とに詳細なレポートを作成し、そのレポートをも

とに協議を行った。この取り組みは、授業研究の

基礎を学ぶために取り入れた。

○明らかに授業力が向上したと感じている教員

は多くない。しかし、この講座の受講が自己実践

の向上にむけた一歩であると捉えている教員は

多数いる。講座全体への満足度は高く（研修評価

において、全ての受講者が本研修は授業実践に役

立ったと回答）、学ぶことへの意欲の高まりがあ

ったと考えられる。そして、何よりも、受講者が

求めている学びのスタイルが、仲間との「学び合

い」であることが明確になった。
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授業力向上支援相談員派遣事業

本事業は、初任者等の教職経験年数の浅い教員

を対象とした授業力向上支援相談員(校長職経験

者）の巡回による、教科指導、学級経営、生徒指

導等に関する助言・相談活動である。

【相談の対象】昨年に引き続き、若手教員の増加

と、臨時的任用の教員・非常勤講師への対応を円

滑にすることを視野に入れ、５名の元校長が相談

業務に従事した。初任から 6年目の教諭、臨時的

任用の教員・非常勤講師を相談の対象としている。

【相談内容】相談内容は主に、本事業の目的であ

る授業づくりに関するものが多い。次いで多いの

が若手教員育成に関わる学校長や指導教員とのデ

ィスカッションである。若手教員育成に対する各

学校の真摯な取組の表れと言える。

【相談件数等】

事業開始から５年が経ち、多くの学校で本事業

は効果的に活用された。

各校での相談回数は 1月末の統計で、1329 学級

となっている。また、臨時的任用の教員と非常勤

講師への相談が 172 回と、全体の 13.1％を占めて

おり、2007 年問題への対応として一定の役割を果

たしている。

【授業の成果】

①相談員の活動が、授業や教室を開く一助とな

り、自己の実践を開き合い、学び合う土壌が学校

に生まれている。②毎月の相談・助言によって、

授業力や学級経営の力が明らかに向上している教

員がいる。③学校長を支える、学校の経営相談と

して有効に活用されている。④月 1回、本事業に

関する教職員課・学校教育課・研究所での合同ミ

ーティングを持つことにより、各学校の悩みや、

課題を抱える教員の状況を把握でき、早期支援に

役立つ場面があった。⑤相談員が研究所における、

様々な講座の企画運営のサポートを行い、講座の

効果的かつ円滑な運営に役立った。⑥学ぶ場が不

足しがちな、臨任・非常勤への相談活動が効果的

に行われた。

さらに今年度は、学級経営に困難を抱える教師

への支援を集中的に実施するなどして、新たな事

業展開に資する効果的な展開を行った。

学校・学級経営相談

学校・学級経営相談の業務内容は、①学校経営

上の諸問題・管理職に関すること ②学級経営上

の諸問題・教職員に関すること ③学校・家庭・

地域に関すること ④その他に関することであ

る。

相談に臨む基本姿勢は、①は管理職の主体性を

尊重しながら学校の活性化を図る ②は学校現場

の事情を考え慎重に対処する ③の機密情報の扱

いを特に気をつけるの３点である。

相談の形態は、①学校訪問 ②来所での相談

③電話・メールによる相談等である。

○学校経営に関するもの

主として校長からの相談で、人事、教職員のメ

ンタルケア、児童生徒指導、保護者からの学校や

担任への苦情・要望等に関すること等がある。

学校において万一問題等が発生した場合は、当

該校長及び教職員とどう連携し、その教職員にど

んな支援ができるか等を探った。

○教職員に関するもの

①児童や保護者から不信感を持たれ苦悩する教

師への支援 ②学級指導・学習指導等の好ましい

指導や経営のあり方と視点 ③諸事情で不登校に

なってしまった児童への支援のあり方 ④児童生

徒の発達障がい等に関する適切な指導と、保護者

との連携の取り方について等である。

○学校と家庭・地域との関わり

保護者・地域の方からは、児童生徒の諸問題に

対する学校対応、学級担任の指導、特に担任の心

ない言語行動でショックを受けた等の苦情があ

る。何れも管理職や担任との対話不足からくるも

のが多い。お互いの誤解を解消し、よりよい信頼

関係構築の模索を切に依頼した。

就学時の指定変更については、通学路上の危険
性や本人の友人関係等で不安を抱える保護者が頼
って来所される。事情を十分に聴き、学校教育課
学事担当に教育的配慮を願い出る。10 月後半から
２月初めにかけ 14 件の相談があった。

平成 21 年度内容別相談件数 （年度末統計）

相 談 内 容 件数（実人数）

学校経営・管理職に関するもの 34（33）

学級経営・教職員に関するもの 2（１）

学校と家庭・地域に関するもの 30（23）

合 計 66 (57）



記号 教科等 講師名 所属・職名等 予定演題／内容等 日 時 会場 参加者数

A-1 田中 統治 筑波大学大学院 教授 新しい時代の教育課程を編成するには 7月27日 PM 生涯学習センター大学習室 54

A-2 蛭田 政弘 文教大学 教授・教職課程長 改善事項を教育課程にどう生かすか 7月28日 PM 生涯学習センター大学習室 31

A-3 水戸部修治
文部科学省初等中等教育局教科調査官
国立教育政策研究所教育課程調査官

言語活動の充実をどのように具体化するか 7月29日 AM 生涯学習センター大学習室 168

A-4 吉崎 静夫 日本女子大学 教授 授業をデザインする力を養うには 8月4日 PM 総合高校SEAホール 124

A-5 平塚 淑江 国際教育相談員 外国につながる子どもの人権 7月24日 PM 教育研究所第1研修室 104

B 国 語 高橋 俊三
ILEC言語教育文化研究所 常任理事
元群馬大学 教授

音読･群読を通して国語の学習を深める 8月20日 PM 総合福祉会館ホール 199

C 社 会 中尾 敏朗
文部科学省初等中等教育局教科調査官
国立教育政策研究所教育課程調査官

新しい社会科学習のあり方 ～学習内容の十分な
「理解」「基礎・基本」の定着をキーワードに～

8月11日 PM 生涯学習センター第1学習室 63

D 算数／数学 池田 敏和 横浜国立大学教育人間科学部 教授
算数・数学で身につけさせたい力とは？
　～具体的授業実践を通して～

8月17日 AM 教育研究所第1研修室 105

E-1 五島 政一
国立教育政策研究所
教育課程研究センター

新学習指導要領における環境教育
　～アースシステム教育～

8月4日 PM 教育研究所第1研修室 21

E-2 水越 祐一
ＮＰＯ法人
気象キャスターネットワーク

気象キャスターから見た環境問題
～日本の天気の特徴と地球規模の気象の変化～

8月17日 PM 教育研究所第1研修室 92

F 生 活 田村 学
文部科学省初等中等教育局教科調査官
国立教育政策研究所教育課程調査官

気付きの質を高めるとは
３年生以上の学習につなげるには

8月21日 PM 教育研究所第1研修室 85

G 音 楽 粟飯原喜男 埼玉県川越市立芳野小学校 教諭
新学習指導要領に対応した
『鑑賞の授業のあり方』について

8月21日 AM 教育研究所第1研修室 98

H 図画工作／美術 大泉 義一 横浜国立大学教育人間科学部 准教授
新しい学習指導要領と図工・美術の授業
　～その指導を実技を通して考える～

8月10日 PM 横須賀美術館 50

I-1 小野寺栄吉 岩崎学園情報科学専門学校 講師
情報化社会におけるセキュリティの必要性、
情報モラルの向上について

8月17日 AM 教育研究所情報研修室 17

I-2 杉山久仁子 横浜国立大学 准教授
小学校家庭科、中学校家庭分野のめざすこと
　～食の領域について～

8月18日 AM 生涯学習センター第1学習室 37

J-1
～J-7 各種競技種目の実技指導 440

J-8 佐藤  豊
文部科学省スポーツ青少年局
企画体育課教育課程調査官

新学習指導要領を踏まえた移行期の授業づくり 8月19日 PM 教育研究所第1研修室 42

K-1 外部講師 インタラック 英語力向上研修ワークショップ 7月27日 AM 教育研究所第2研修室 17

K-2 久保野雅史 神奈川大学 准教授 ４技能を統合した授業づくり 7月27日 PM 教育研究所第2研修室 15

K-3 太田  洋 駒沢女子大学 准教授 授業の活性化を図る視点づくり 8月21日 AM 教育研究所第2研修室 23

K-4 外部講師 インタラック 英語力向上研修ワークショップ 8月21日 PM 教育研究所第2研修室 17

L 道 徳 谷田 増幸
文部科学省初等中等教育局教科調査官
国立教育政策研究所教育課程調査官

新しい学習指導要領とこれからの道徳教育 8月11日 AM 生涯学習センター大学習室 91

M-1 外部講師 インタラック
楽しい英語活動
　～ワークショップALTとのTT～

7月28日 AM 教育研究所第1研修室 62

M-2 外部講師 インタラック
楽しい英語活動
　～ワークショップALTとのTT～

7月29日 AM 教育研究所第1研修室 35

M-3 直山木綿子
文部科学省初等中等教育局教科調査官
国立教育政策研究所教育課程調査官

英語活動における学級担任の役割 8月11日 PM 教育研究所第1研修室 36

N 総合的な学習の時間 畔上 一康 長野県中野市立科野小学校 教頭
探究的な学習を求めて
 ～子どもの本気を引き出す総合的な学習の時間の授業～ 8月10日 PM ヴェルクよこすかホール 108

O 特別活動 持丸 隆一 横浜市立鴨志田第一小学校 校長
これからの特別活動
～しっかり教え、しっかり引き出す指導～

8月18日 PM 生涯学習センター第1学習室 57

P-1 小林 正稔 神奈川県立保健福祉大学 教授
登校支援のポイントと有効な手立て
　　～誰もが和らぐ学級を目指して～

8月3日 PM 総合高校SEAホール 218

P-2 武田 鉄郎 和歌山大学 教授
通常の学級における特別なニーズのある子どもへの支援
　　～自己効力感を高める指導～ 8月4日 PM 生涯学習センター大学習室 197

Q 国際教育 多田 孝志 目白大学 教授 学校における国際理解教育 7月27日 PM 教育研究所第1研修室 53

R 幼児教育
坂本 和子
沼田 朋子

横須賀市立児童図書館長
横須賀市立児童図書館主任

子どもの心をはぐくむ絵本の読み聞かせ 7月30日 PM 教育研究所第1研修室 118

S-1 サカイ優佳子
フード・コンサルタント
「食の探偵団」主宰

感じる食育 楽しい食育
～新しい食育の視点～

7月24日 PM 市役所正庁 143

S-2 赤澤  晃
国立成育医療センター総合診療部
小児期診療科医長研修部長

アレルギー疾患を有する児童・生徒への対応について 7月27日 PM 市役所正庁 114

S-3 山﨑  健 県薬剤師会学薬委員会委員長
～薬物・アルコール予防プログラム～
『抱えている荷物は何ですか』

7月28日 PM 市役所正庁 96

理 科

学校保健

7/21AP,7/22AP,7/23AP,8/19A
南体育会館/市内小学校

体育/保健体育

支援教育

小学校
英語活動

夏季研修講座

学校教育の指導の方針・重点、及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、教職員の指導力の向上を図るこ
とを目的としている。講座は「夏季大学」と「各教科及び領域等研修」として40講座実施した。
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       本市小・中学校教諭

家庭／技術・家庭

外国語

夏季大学
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教育情報担当

次の３点を重点として事業に取り組んだ。

① 高度情報化社会の進展に対応しうるような教

職員、児童生徒の「情報モラル」の育成。

② 各学校に整備された ICT 機器を有効に活用す

るための研修の実施。

③ 未整備であった 11 小学校、24 中学校、２特

別支援学校の校内 LAN の敷設と全普通教室への

ICT 機器の整備（整備工事や機器の配備は、諸事

情により、22 年度にずれ込むこととなった）。

また、多発している携帯電話や PC を介したイン

ターネット利用による犯罪について、学校がそれ

らの ICT 機器をプラス方向に活用して、社会の発

展に寄与する人材をどのように育成していくこと

が望ましいのかについて、昨年度に引き続き、学

校自身としてのあり方や保護者・社会との関わり

方を中心に検証し、新任教頭研修会や ICT 活用推

進委員研修会、指導主事が各学校に出向いての訪

問研修など、様々な機会を通して情報提供に努め

た。

１ コンピュータ等の整備

教育用コンピュータとして、小、中、ろう、養

護の各学校にパソコン教室を整備している。

また、小学校 37 校の普通教室に校内 LAN とパソ

コン各１台を整備済みであり、残りの学校につい

ても整備を進めている。

校務用パソコンについては、教職員一人１台の

配備を目指して、順次、追加整備中である（平成

22 年 10 月に一人１台となる予定）。

教育研究所と市内各学校を光ファイバーで結ぶ

ネットワークを形成している。

平成 21 年度の特筆すべき整備として、

① 平成 20 年度に引き続き、残りの小、中、ろう、

養護学校の普通教室用パソコン 547 台（校内 LAN

敷設工事も含む）の整備を行っている（事業繰越

のため、整備完了は平成 22 年度となる）。

② 校務支援システムの導入に伴い、小、中、ろ

う、養護学校の職員室にシステム管理用パソコン

各１台の整備を行っている（事業繰越のため、整

備完了は平成 22 年度となる）。

◇整備方針

・児童生徒の学習における安全なインターネッ

ト環境の提供

・教職員の校務支援のための ICT 環境の提供

・Web を通した積極的な情報公開

・効率的なネットワーク構築と保守・管理

◇経過

・「先進的教育用ネットワークモデル地域事業（文

部省・郵政省、H10 年）」と「教育情報通信基盤

整備事業（総務省、H13 年）」によって、平成 14

年１月に三浦半島地区教育ネットワーク内の全て

の学校が、よこすか教育ネットワークセンター経

由 100Mbps でインターネットへ接続する環境が確

立し、大容量情報の高速化とコストの低廉化を実

現した。

・三浦半島地区教育ネットワーク

「教育情報通信基盤整備事業」によって構築され

た横須賀市、三浦市、葉山町にまたがる広域的な

教育情報通信ネットワーク。

・平成 20 年度から平成 22 年度にかけて、小、中、

ろう、養護学校の校内 LAN 敷設工事と全普通教室

に１台ずつのパソコンを整備中。

・平成 21 年度の文部科学省「学校情報通信技術環

境整備事業費補助金」により、小、中、ろう、養

護学校に校務支援システムの導入を進めており、

平成 23 年４月からの正式運用を目指している。
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２ コンピュータ等整備の評価と今後の課題

① 100Mbps 体制の維持

◇評価

横須賀市の情報教育の推進に多大なる貢献をし

たと評価している。

◇課題

「教育情報通信基盤整備事業（総務省：補助事

業）」で整備された機器の経年劣化を補うために

機器の更改や調整をすることによって発生する経

費手当。

② 普通教室の LAN 敷設とパソコンの整備

◇評価

長く検討課題だった普通教室への整備は、国の

交付金や補助金を活用して行っている。

平成 22 年度中には残りの整備を完了し、すべ

ての普通教室からインターネットへの接続が可

能になる。全体整備完了後の ICT 機器の概要は次

のとおり。

ノート型パソコン 1,142 台（各学級に１台）、

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ 677 台（２学級に１台）、実物投影機

108 台、パソコンラック 1,142 台（各学級に１台）、

無線 LAN アクセスポイント 309 台（学校ごとパソ

コン６台に１台）

教室では、パソコンや実物投影機、プロジェク

ターが授業で効果的に活用され始めている。ま

た、授業活用とともに、学習指導の準備や評価で

の活用が増えている。

◇課題

整備が完了するので、各教科、各単元に応じた

デジタルコンテンツの提供と「ICT 機器を授業で

どのように活用すればよいのか」について研修や

活用事例集を整備し、ICT 機器が毎日教室で使わ

れる環境を作っていく。

③ 校務支援システムの導入

◇評価

平成 21 年度末から平成 22 年度にかけて整備し

ていくが、システムの仕様については、学校現場

の声をできる限り反映し、教員にとって使いやす

いシステムを提供していく。

これにより校務処理の時間が短縮され、教員本

来の職務である子供と向き合う時間を確保してい

きたい。

◇課題

平成 23 年４月の正式運用開始に向け、全教職員

がシステムを使いこなせるようにするため、研修

やサポート体制を充実させていく必要がある。

３ 情報研修の実施状況

１）全体的な評価

情報研修には、のべ 1,019 名が参加した。

普通教室 LAN 及び PC の整備に伴って、従来の操

作研修とともに、ICT 機器や既存ソフトウェアを

利用した授業活用研修を実施した。

校務の電子化に対応して、ネットワーク活用や

情報セキュリティも積極的に扱った。初任者研修

では、市内及び校内ネットワークの理解とともに、

「横須賀市立学校情報セキュリティ実施のための

手引き」を使って、個人情報への対応や電子デー

タの取り扱いについても研修した。

各研究会主催の研修も継続され、より高度な利

用方法や校務・授業での活用などの研修も行われ

た。事務研究会では電子データの管理について、

養護教諭の研究会では保健データの処理について

の研修を行った。

夏休みの研修は、参加希望者が多く、午前と同

一内容の講座を、その日の午後に追加実施するこ

ともあった。

学校における ICT 環境の整備が進む中、すべて

の教職員がコンピュータやネットワークを有効に

利活用できるように努力していく必要がある。

２）各研修のようす

今年度は、目的や対象者によって、７種類の内



- 33 -

容を設定した。

○操作研修

ソフトウェアを活用した基本的な操作研修

・ワードを使った文書作成

・エクセルを使った表計算とグラフ作成

・パワーポイントを使ったスライド作成

○授業活用研修

普通教室や PC ルームでの授業場面を想定し、PC

に導入されているソフトウェアを活用した研修

・小学校学習ソフトウェアの活用

・中学校学習ソフトウェアの活用

・情報モラル指導

○ネットワーク活用研修

安全かつ効果的に、イントラネットやインター

ネットを利用した教育を行うための研修

・学校ホームページの更新

・グループウェアの活用

○ICT 活用相談研修

先生方からの個々の相談に応じた内容で実施し

た。ワードによる学級通信作成やエクセルによる

週案や成績処理、理科におけるデジタルコンテン

ツの活用等の要望があった。

○ICT 活用教育推進委員対象研修

学校現場での情報教育のリーダーの育成を目

指し、ICT 活用教育推進委員と希望者を対象に、

夏休みに３回の「教科指導における ICT 活用研修」

を実施した。また、秋には「インターネットにお

ける著作権・肖像権」について、専門の講師によ

る研修を実施した。

○管理職対象研修

各学校の情報化推進のリーダーであると位置づ

け、ネットワーク環境の概要や情報セキュリティ

対策についての理解を深めた。また、スクール携

帯ネットの更新や電子メールの取り扱いについて

実技研修を行った。

○ICT 活用授業講演会

ICT 活用授業の研究を推進している明浜小に、

横浜国立大学准教授：野中陽一氏をお招きした。

市内の情報担当の先生方にも参加を呼びかけて、

「これからの ICT 活用」という内容で講演会を開

催した。H21･12/11

４ ICT 機器の学習活動での活用

１）情報教育研究員会での研究

「小中学校コンピュータ操作スキル・情報モラ

ル年間指導計画の実践検証」をテーマに、教科に

おける ICT 機器活用や、導入ソフトウェアを活用

した情報モラル指導を実践検証した。

２）情報教育研究会の活動

「情報の主体的な活用をめざした学習活動」を

テーマに、ICT 機器の活用に関する学習会を開催

した。

５ 三浦半島地区教育ネットワーク（協議会）

１）第６回スクールデジタルコンテスト

①日 程･･H21 年９月 24 日～９月 30 日：募集

10 月：審査、11 月下旬：表彰

②概 要･･ICT を活用した子どもたちの自由な発

想・表現によるデジタル作品の発表・交流の場

として実施した。より主体的な ICT 活用をすす

め、ネットワークを含めた ICT 活用の理解や能

力をさらに伸ばすことを目的に開催した。ホー

ムページ部門とデジタル作品部門を設定し、小

学校４年生から高校３年生の応募があった。入

賞作品は、次の Web サイトにおいて公開されて

いる。

ｈttp：//www.edu.city.yokosuka.kanagawa.jp

２）情報教育の実践交流

協議会は２回、専門委員会は４回、事務局会は

５回開かれた。

三浦市・葉山町・横須賀市の情報関係担当者が

集まり、教育の情報化推進という視点で交流した。
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ICT 機器を活用した授業や情報モラル授業の情報

交換や、授業の事前研究等を行った。

６ よこすか教育情報センター事業

１）Web ページの運営と利用回数

情報公開の必要性から、学校の情報を公にする

ため、今後さらなる情報提供が必要である。

①インターネットサイトでは、「三浦半島の地

層･地質」「三浦半島の野鳥」などの各種サイ

トを展開中。

②スクールネット(各学校のホームページ集)

は、定期的な更新や全面リニューアルなど、

各学校において、積極的な取組が見られた。

来年は、バックアップデータとして、実数

を把握する必要がある。

③利用回数（横須賀市教育情報センターのイン

ターネットサイト訪問者数）は次の通りであ

った。

平成 21 年（H21 年１月～12 月）947,027 件

平成 20 年（H20 年１月～12 月）844,407 件

２）電子メールの活用

教職員の電子メール利用回数は、校務における

電子メール利用の必要性が高まった結果、教職員

グループウェア内 Web メールが活用され、増加傾

向にある。メーリングリストも活用されている。

横須賀市教職員関係のメール総アクセス回数は次

の通りであった。

平成 21 年（H21 年１月～12 月）1,059,894 回

平成 20 年（H20 年１月～12 月）1,024,779 回

※平成 21 年度（2009 年度）所報から、電子メ

ール利用回数の掲載方法を変更

３）よこすかスクール携帯ネットの公開

ネットワークの有効活用と、各方面への情報提

供の機会拡大を目指して、平成 16 年６月１日、携

帯電話から閲覧できる「よこすかスクール携帯ネ

ット」を開設した。利用回数(訪問者数)は次の通

りであった。

平成 21 年 10 月には、インフルエンザの流行に

より、学級閉鎖や臨時休校を行う学校が増加した。

同時期に、携帯サイトの利用回数が増えている。

平成 21 年（H21 年１月～12 月）256,044 件

平成 20 年（H20 年１月～12 月）187,867 件

７ 教育情報化支援員事業

小中学校におけるICTを活用した授業づくりの

支援、校務全般での支援を目的とし、ICT 学習サ

ポーター事業に変わる事業として新規で行った。

一定レベルの技能を持った支援員を幅広く確保す

るため、雇用から派遣に至るまで、外部委託で行

った。

本 21 年度の総派遣回数は 814 回。学校規模に

応じて派遣回数は異なり、小学校は 12 回～26 回、

中学校は３回～７回であった。

支援内容は、小学校と中学校で大きく異なっ

た。小学校ではパソコン教室における授業支援が

多く、キーボード入力などの基本的な操作から調

べ学習の検索補助まで、多岐にわたる支援が求め

られた。

中学校では、職員室における校務での支援が多

く、各種通信や会議資料の作成、表計算ソフトや

ワープロソフト活用などの場面で、幅広く活用さ

れた。

また、教員向け研修を実施した学校もあり、機器操

作やソフト活用の技術を高めることにつながった。
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